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1. プロジェクトの概要 

1.1 プロジェクトの背景 

 

バングラデシュ（以下「バ」国）は、ガンジス

川（パドマ川）、ブラマプトラ川（ジャムナ川）、

メグナ川の 3 つの国際河川（総流域面積:172 万

km2）の下流域に位置している。国土の約 8 割が

洪水氾濫原であり、その洪水氾濫原の約 5 割が

標高 5m 以下の低平地である。「バ」国の全国平

均年間降雨量は約 2,200mm であり、全降雨量の

約 80%が集中する雨季（5 月～10 月）には、平

均すると、毎年国土の約 2 割が浸水する。また、

ベンガル湾で発生するサイクロンの襲来は、沿

岸部及び低平地に甚大な被害をもたらしている。

このような気象条件、洪水に対して脆弱な地形

条件、1974 年比で約 2 倍となった人口及び経済

発展による社会環境の変化などの要因により、

2004 年 6 月の洪水では、3,600 万人を超える被

災者が発生し、約 22 億ドルの多大な経済被害が

生じている。 

「バ」国では洪水による人的被害及び経済被害

を軽減するために、バングラデシュ水開発庁

（Bangladesh Water Development Board: 以下

BWDB）による堤防等の建設及び維持管理が行われているが、河岸侵食に起因する堤防の決壊が

多発している他、堤防の施工や維持管理等の不良に起因する堤防決壊等も発生し、多くの資産の

消失や避難民の発生に繋がっている。 

BWDB によって 2015 年 6 月末までに建設された堤防は 11,393 km にものぼるが、堤防建設時に

機械による十分な締固めが行われていない場合があり、堤体沈下や雨水や河川水の浸透による漏

水などを引き起こし、堤体の弱体化に繋がっている。堅固な堤体建設に必要な堤体材料の含水比

や粒度の調整も殆ど行われていない等、施工品質上の課題もある。また、維持管理に係る基準等

も周知されておらず、被災ごとに復旧工事を繰り返している状況である。以上のように施工や維

持管理等の不良に起因する手戻りにより、貴重な自国資金を浪費している状況であり、堤防等の

河川構造物の設計、施工及び維持管理に係る基準類の策定や実証事業を通じたインフラ整備に係

る能力強化が急務となっている。 

「バ」国政府が 2011 年に策定した第 6 次 5 か年計画（FY2011-FY2015）では、水と衛生、持続

図 1.1 バングラデシュ国の地形 

出典: 水資源省,「国家水管理計画」, 2001 年 3 月 
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的な環境（災害対策等）を重点分野として掲げられている。特に水分野の目標・戦略として、堤

防高の確保と洪水管理が挙げられており、具体的には 1,159km の河川堤防の新設と改修、当該分

野の職員の能力開発等が計画され、これらの事業により洪水被害の軽減と農地等の資産の保護が

期待されている。また、「バ」国政府は、1999 年に「国家水政策」、2004 年にはその実行計画で

ある「国家水管理計画」を策定しており、国内の人口増加、都市部への人口集中、気候変動に伴

う洪水リスク増大等の課題解決のためのプログラムとして、BWDB の能力強化、主要都市の洪

水防御事業が挙げられている。 

このような状況の中、2011 年 8 月に「バ」国から「持続的な水関連インフラ整備に係る能力向

上プロジェクト」の支援要請が我が国に対して行われ、JICA は 2012 年 9 月に詳細計画策定調査

を行い、「バ」国側関係機関との間で協議議事録（M/M）を署名・交換し、2013 年 3 月に「持続

的な水関連インフラ整備に係る能力向上プロジェクト」の討議議事録（R/D）に署名・交換した。 

 

1.2 プロジェクトの目的 

 

プロジェクトの目的は、「バ」国における河川堤防の設計、施工及びその他の水関連施設を含め

た維持管理分野において、現況における問題点の調査・分析、パイロットプロジェクト実施を通

してその基準の確立を行うとともに BWDB 職員の能力向上を図るものである。 

 

1.3 プロジェクトの期間 

 

本プロジェクトは、3 年間を活動期間として、2013 年 8 月より開始された。しかしながら、プロ

ジェクト開始直後より、2014 年 1 月の国政選挙を巡る政治的混乱、および戦犯裁判に伴う混乱

によってゼネスト・交通封鎖が頻発し、現状分析等のプロジェクト活動に遅延が生じ、2014 年

／2015 年の乾季に予定していたパイロットプロジェクト実施が困難な事態となった。これを受

け、JICA および「バ」国側関係機関は、2013 年 3 月付 R/D の改定として 2014 年 12 月協議議事

録（M/M）を署名・交換し、プロジェクト期間は 4 年間に延長された。加えて、国政選挙を巡る

混乱の沈静化後も、2014 年 12 月から 2015 年 5 月まで国政選挙 1 周年の政治的混乱によるゼネ

スト・交通封鎖の頻発、2015 年 9 月より断続的に続くテロ事件等により、プロジェクト活動は

制約・遅延を余儀なくされた。これを受け、JICA および「バ」国側関係機関は、R/D の再改訂

として 2017 年 9 月協議議事録（M/M）を署名・交換し、プロジェクト期間は 2017 年 10 月まで

再延長された。 

 

1.4 プロジェクトの目標及び期待される成果 

本プロジェクトのプロジェクト目標、期待される成果は、以下の通りである。 

 プロジェクト名 

「バングラデシュ国持続的な水関連インフラ整備に係る能力向上プロジェクト」 
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 プロジェクト目標 

1) BWDB の堤防に係る設計、施工及び維持管理能力が改善される。 

2) 適切な構造物の維持管理を通じて、水害によるリスクが低減される。 

 期待される成果 

1) 持続可能な堤防の設計手法が導入される。 

2) 堤防の施工過程が改善される。 

3) 河川構造物の維持管理システムが整備される。 

 関係機関 

実施機関 

・ バングラデシュ水開発庁 (Bangladesh Water Development Board: BWDB) 

関連機関 

・ 水資源省 (Ministry of Water Resources: MoWR) 

・ 河川研究所 (River Research Institute: RRI) 

・ 水モデリング研究所 (Institute of Water Modeling: IWM) 

・ 環境・GISセンター(Center for Environmental and Geographical Information Services: CEGIS) 

・ 災害管理･救援省 災害管理局 (Department of Disaster Management: DDM) 

・ 防衛省バングラデシュ気象庁 (Bangladesh Meteorological Department: BMD) 

 

1.5 プロジェクト・デザイン・マトリックス (PDM) 

 

本プロジェクトの活動を進捗管理するために PDM が定められている。PDM (Ver.1.0) は、2012

年 10 月に合意された M/M で定められ、状況に応じて変更されることとなっていた。プロジェク

ト期間中、PDM (Ver.1.0)は以下を考慮して改訂された。 

 

(1) 2014 年 1 月の総選挙に伴う混乱・戦犯裁判を巡る混乱により、プロジェクト活動が遅延し、

パイロットプロジェクトの施工は 2015 年／2016 年の乾季に延期されることとなったため、

プロジェクト期間は、4 年間に延長された。延長に伴う R/D の変更についての M/M が 2014

年 12 月 22 日付で署名された。 

(2) PDM (Ver.1.0)の具体的な指標は、プロジェクト期間中に JICA と BWDB が協議の上決定する

こととされていた。これを受け、活動の指標、指標の入手手段について議論の上、設定した。 

 

改訂された PDM (Ver.2.0)を表 1.1 に示す。 
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1.6 プロジェクト活動実施フロー 

 

本プロジェクトは、① 持続的な堤防設計の改善に係る活動、② 持続的な堤防建設の改善に係る

活動、③ 持続的な堤防維持管理の改善に係る活動、④ 共通事項（技術セミナー／ワークショッ

プ、本邦研修、報告書作成）に係る活動により構成されている。プロジェクト活動実施フローは

図 1.2 に示す通りである。 

 

図 1.2 プロジェクト活動実施フロー 

 

プロジェクト活動は、政治混乱に伴うゼネスト・交通封鎖の頻発、断続的なテロ事件の発生等に

より遅延が生じた。 

  

現状分析

プロセスの改善

プロジェクト活動実施フロー

持続可能な堤防設計の導入

（堤防設計マニュアル）

堤防施工過程の改善

（堤防施工マニュアル）

河川構造物の

維持管理システムの確保

（構造物維持管理マニュアル)

資料・情報収集／現状分析 既往堤防の被災要因・被災メカニズムの検証

実証事業の実施 河川維持管理のモデル活動

アクション・プランの作成 （成果の普及と効果的活用）

本邦研修の実施、セミナー／ワークショップの開催
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1.7 プロジェクトの管理 
 
1.7.1 プロジェクトの実施体制 

本プロジェクトの実施体制を下図に示す。 

 
図 1.3 プロジェクト実施体制 

1.7.2 BWDB の実施体制 

本プロジェクトのカウンターパートである BWDB の実施体制は以下の通りである。 

表 1.2 BWDB カウンターパートメンバー 

No. 職掌 人員(BWDB 内の役職) 
1 プロジェクト・ダイレクター Mr. Zahirul Islam (Chief Planning) 

2014 年 1 月まで 
Mr. Gopal Chandra Sutradhar (Chief Planning) 

2014 年 2 月～2015 年 6 月 
Mr. Mahfuzur Rahman (Chief Planning) 

2015 年 6 月～2016 年 2 月 
Mr. Kh. Khalequzzaman (Chief Planning) 

2016 年 3 月～2017 年 6 月 
Mr. A.M. Aminul Haque (Chief Planning) 

2017 年 6 月より 

プロジェクト活動

[ 日本側 ][ バングラデシュ国側 ]

JICA専門家チーム

- 総括／河川管理
- 河川構造物（設計）
- 河川構造物（施工・材料 I）
- 河川構造物（施工・材料 II）
- 物理探査
- 河川構造物（積算）
- 河川維持管理
- GISデータベース
- 環境社会配慮

バングラデシュ水開発庁
(BWDB)

TWG 1
設計

TWG 2
施工

TWG 3
維持管理

技術作業部会 (TWG)

入力（助言・支援）

促進（調整・助言）

合同調整委員会(JCC) 
議長：BWDB長官

在バングラデシュ
日本大使館

JICA
バングラデシュ事務所

Project Director
(Chief Planning)

Project Coordinator
(Director, Planning 1)

[Design]
- Chief Engineer, Design

[Training]
- Chief, Training and Staff 

Development

[Monitoring]
- Chief Monitoring

[Implementation and O&M]
- Superintending Engineer, 

Relevant O&M Circle(s)
- Executive Engineer, 

Relevant Division(s) Office

Project Manager
(Executive Engineer)

設計 施工 維持管理

マニュアル案レビュー・取りまとめ委員会
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No. 職掌 人員(BWDB 内の役職) 
2 プロジェクト・コーディネイ

ター 
Mr. Md. Abdur Rahman Akhanda (Director, Planning-1) 

2015 年 6 月まで 
Mr. Fazlur Rashid (Director, Planning-1) 

2015 年 6 月～2015 年 10 月 
Mr. Md. Abdul Hye (Director Planning-1) 

2015 年 10 月～2016 年 1 月 
Mr. Md. Amirul Hossain (Director Planning-1) 

2016 年 1 月～2016 年 3 月 
Mr. Fazlur Rashid (Director Planning-1) 

2016 年 3 月より 
3 プロジェクト・マネージャー Mr. Naba Kumar Chowdhury (Executive Engineer) 

2014 年 2 月まで 
Dr. Shamal Chandra Das, (Executive Engineer) 

2014 年 3 月より 
4 カウンターパート (C/P)  
4.1 C/P （設計） (Chief Engineer, Design) 
4.2 C/P （トレーニング） (Chief, Training and Staff Development) 
4.3 C/P （モニタリング） (Chief, Monitoring) 
4.4 C/P （施工および維持管理） Superintending Engineer, Relevant O&M Circle(s) 
4.5 C/P （同） Executive Engineer in Relevant Division(s) office 
 

1.7.3 合同調整委員会 （JCC） 

各関係機関が円滑に協働体制を取れるよう調整を行うために、下記のメンバーからなる合同調整

委員会（JCC）が設置された。 

表 1.3 合同調整委員会メンバー 

メンバー 備考 
1. 「バ」国側（BWDB 関係） 
(1) Director General of BWDB 議長 
(2) Additional Director General (Planning) 副議長 
(3) Chief, Planning (Project Director)  
(4) Chief，Monitoring (C/P)  
(5) Chief Engineer, Design (C/P)  
(6) Chief Engineer, Hydrology  
(7) Chief Training & Staff Development (C/P)  
(8) Chief Engineer, Relevant O&M Zone  
(9) Chief, Water Management  
(10) Director, Planning 1 (Project Coordinator) JCC 事務局 
(11) Project Manager  
2.「バ」国側（関連機関）  
(12) Representative of Ministry of Water Resources (MoWR)  
(13) Representative of River Research Institute (RRI)  
(14) Representative of Institute of Water Modeling (IWM)  
(15) Representative of Center for Environmental and Geographic Information 

Services (CEGIS) 
 

(16) Representative of Department of Disaster Management (DDM)  
(17) Representative of Bangladesh Meteorological Department (BMD)  
3. 日本側  
(18) JICA 専門家チーム  
(19) JICA バングラデシュ事務所代表者  
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4. その他  
(20) JCC 議長指名のその他の人  
出典：2013 年 3 月 25 日署名の R/D の「ANNEX 2」より。 

JCC は必要に応じて応じて開催することとされており、プロジェクト期間中、4 回の会議が開催

された。各 JCC の開催概要を、表 1.4 に示すとともに、各 JCC の議事録を本レポート巻末の添

付資料-12 に収録した。 

表 1.4 JCC の開催概要 

No. 開催日 会場／議題（内容）／参加者 

1 2013 年 09 月 02 日 会場： BWDB 本部総局長会議室 

議題： インセプション・レポートの説明・協議。今後のプロジェクト

の進め方について協議。 

参加者： 27 名（BWDB および関連機関：19 名、JICA 本部、JICA バン

グラデシュ事務所、専門家チーム：8 名） 

2 2014 年 07 月 13 日 会場： BWDB 本部講堂 

議題： プログレス・レポートの説明・協議：特に政治不安に起因する

プロジェクトの進捗遅れ及びその対応について協議。 

参加者： 29 名（BWDB および関連機関：21 名、JICA バングラデシュ事

務所、専門家チーム：8 名） 

3 2015 年 07 月 27 日 会場： BWDB 本部講堂 

議題： プログレス・レポート（2）の説明・協議。現状分析結果・パ

イロットプロジェクトの設計・マニュアル案の基本的考え方に

ついて説明・協議。 

参加者： 33 名（BWDB および関連機関：28 名、JICA バングラデシュ事

務所、専門家チーム：5 名） 

4 2017 年 07 月 17 日 会場： BWDB 本部講堂 

議題： ドラフト・ファイナル・レポートの説明・協議。堤防設計マニ

ュアル、堤防施工マニュアル、構造物維持管理マニュアル、マ

ニュアルの普及と効果的活用ための行動計画の説明・協議。 

参加者： 30 名（BWDB および関連機関：24 名、JICA バングラデシュ事

務所、専門家チーム：6 名） 

 

1.7.4 技術作業部会 （TWG）およびマニュアル案レビュー・取りまとめ委員会 

作成する設計・施工・維持管理マニュアルへの「バ」国内の地域の実情の反映と普及を目的とし

て、設計・施工・維持管理ごとに技術作業部会（TWG）が設置され、BWDB 各地域の代表者、

関連機関の実務代表者がメンバーとなった。TWG のメンバーを下記に示す。プロジェクト活動

は、TWG のメンバー及びその部局の職員とともに実施された。 
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表 1.5 技術作業部会（TWG）メンバー 

技術部会 1: 設計 技術部会 2: 施工 技術部会 3: 維持管理 

 Chief Engineer, Office of Chief 
Engineer, Design 
 Design Circle 1 の代表者 
 Design Circle 2 の代表者 
 Design Circle 3 の代表者 
 Design Circle 4 の代表者 
 Design Circle 5 の代表者 
 Design Circle 6 の代表者 
 River Research Institute の代表

者 
 その他関係機関の代表者 

 Chief Monitoring 
 Director of Programme 
 Superintending Engineer, O&M 

Circle（施工パイロットプロジ

ェクト地区） 
 Central Zone の代表者 
 Eastern Zone の代表者 
 North Eastern Zone の代表者 
 South Eastern Zone の代表者 
 South Western Zone の代表者 
 Mid Western Zone の代表者 
 North Western Zone の代表者 
 Southern Zone の代表者 
 Northern Zone の代表者 
 その他関係機関の代表者 

 Chief Monitoring 
 Director of O&M 
 Superintending Engineer, O&M 

Circle（維持管理活動地区） 
 Central Zone の代表者 
 Eastern Zone の代表者 
 North Eastern Zone の代表者 
 South Eastern Zone の代表者 
 South Western Zone の代表者 
 Mid Western Zone の代表者 
 North Western Zone の代表者 
 Southern Zone の代表者 
 Northern Zone の代表者 
 その他関係機関の代表者 

出典: 2012 年 10 月 4 日署名の M/M より 

TWG に加えて、3 つのマニュアル案のレビュー・取りまとめを支援する作業委員会が、2015 年

11 月 16 日のワークショップでの提言をもとに設置された。各作業委員会のメンバーは以下の通

りである。 

表 1.6 マニュアル（案）レビュー・見直し作業委員会メンバー 

1.  堤防設計マニュアル（案）レビュー・取りまとめ委員会 

No. メンバー名 BWDB 職位 担当 
1 Brozo Mohan Nath 

(2016 年 1 月まで) 
Md. Harun Ur Rasheed 

(2016 年 1 月より) 

Superintending Engineer 
Design Circle -V, BWDB, Dhaka. 
Superintending Engineer, 
Design Circle -1, BWDB, Dhaka. 

議長 

2 Kazi Tofail Hossain 
(2016 年 1 月まで) 

Yasmin Begum 
(2016 年 1 月より) 

Superintending Engineer 
Design Circle -II, BWDB, Dhaka. 
Superintending Engineer (Attached) 
Design Circle-I, BWDB, Dhaka. 

委員 

3 Md. Rafiqul Alam Executive Engineer 
Directorate of Programme, BWDB, Dhaka. 

委員 

4 Shamal Chandra Das Executive Engineer 
Office of the Chief Planning, BWDB, Dhaka. 

委員 

5 Md. Harun Ur Rasheed 
 
Dr. Jibon Kumar Sarker 
 

Superintending Engineer, 
Design Circle -1, BWDB, Dhaka. 
Executive Engineer, 
Design Circle-IV, BWDB, Dhaka. 

委員・書記 

 

2.  堤防施工マニュアル（案）レビュー・取りまとめ委員会 

No. メンバー名 BWDB 職位 担当 
1 Motahar Hossain Superintending Engineer, 

Design Circle-VI, BWDB, Dhaka 
議長 

2 Md. Abdul Matin Sarkar Executive Engineer, 
Dhaka O & M Division-II, BWDB, Dhaka. 

委員 
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3 Md. Enayet Ullah Executive Engineer, 
Directorate of Planning-I, BWDB, Dhaka. 

委員 

4 Tarik Abdullah Al Faiz Executive Engineer, 
PMU-ESPP, BWDB, Dhaka. 

委員 

5 Md. Rafius Sazzad Executive Engineer, 
IMIP, BWDB, Dhaka. 

委員・書記 

 

3.  構造物維持管理マニュアル（案）レビュー・取りまとめ委員会 

No. メンバー名 BWDB 職位 担当 
1 Mohammad Ali Director, 

O & M, BWDB, Dhaka. 
議長 

2 Md. Mahbur Rahman Director, 
Directorate of Program, BWDB, Dhaka. 

委員 

3 Rezaul Mostofa Asafadullah Executive Engineer, 
Dhaka O & M Division-I, BWDB, Dhaka. 

委員 

4 Md. Asaduzzaman Executive Engineer, 
Directorate of Planning-I, BWDB, Dhaka. 

委員 

5 Md. Abdus Salam Executive Engineer, 
O & M, BWDB, Dhaka. 

委員・書記 

出典: BWDB Office Memorandums (Memo No. BWDB/P-I/815 on December 15, 2015、及び Memo No. 
BWDB/P-I/904 on January 27, 2016.) 
 

1.7.5 JICA 専門家チーム 

表 1.7 は JICA 専門家チームの構成であり、10 名の専門家と 4 名の現地サポート要員からなる。 

表 1.7 JICA 専門家チームの構成 
No. 名  前 担 当 分 野 

1. JICA 専門家 
(1) 今井 敏勝 （2015 年 6 月まで） 

臼井 陽典 （2015 年 6 月以降） 
総括/河川管理 

(2) 望月 達也 河川構造物（設計） 
(3) 脇田 和試（追加） 河川構造物（設計 II （土質）） 
(4) 坂中 秀太郎 河川構造物（施工・材料Ｉ） 
(5) 小泉 常二 河川構造物（施工・材料 II） 
(6) 谷合 哲 （2014 年 12 月まで） 

廣瀬 末雄 （2015 年 1 月以降） 
河川構造物（積算） 

(7) 小林 敏政 物理探査 
(8) 臼井 陽典 （2015 年 6 月まで） 

児玉 真  （2015 年 6 月以降） 
副総括/河川管理 

(9) 齋藤 高 GIS データベース 
(10) 中沢 修 環境社会配慮／本邦研修 
2. 現地サポート要員 
(1) Mr. A. Q. Mohammad Ali（2015 年 5 月まで） 

Mr. Hasan Zubair （2015 年 5 月以降） 
上級専門家 1（設計・建設・維持管理）  

(2) Mr. Md. Alamgir Hossain 
（2014 年 7 月～2015 年 5 月） 

専門家（設計） 

(3) Mr. Md. Mainul Islam 
（2015 年 8 月～2017 年 6 月） 

上級専門家 2（建設） 



バングラデシュ国持続的な水関連インフラ整備に係る能力向上プロジェクト 
ファイナル・レポート プロジェクト事業完了報告書 

11 

No. 名  前 担 当 分 野 
(4) Mr.Muntasir Ibn Mohsin 通訳／事務担当 
 

1.7.6 JICA による投入 

JICA による投入は以下の通りであり、本プロジェクトの R/D に規定されている。 

 JICA 専門家チーム（邦人専門家および現地サポート要員）の派遣 

 車両、執務室、セミナー／ワークショップなどプロジェクト活動に係る直接経費 

 パイロットプロジェクトとして行われた堤防施工工事の調達 

 本プロジェクトのカウンターパートから選定された要員の本邦研修 

 

1.7.7 「バ」国側の投入 

「バ」国側の投入・取り組み事項は、本プロジェクトの R/D に規定された以下の項目である。 

1) BWDB による投入 

 本プロジェクト実施及び管理のためのカウンターパート及び管理者の配員 

 本プロジェクト活動に係る事務所及び備品の提供 

 JICA 専門家チームが医療サービスを受ける上での情報・支援の提供 

 JICA 専門家チームへの信任状あるいは身分証明書の発給 

 JICA 専門家チームへの本プロジェクトの関連資料（地図、写真を含む）及び情報の提供 

 本プロジェクト実施に必要とされる運営費の準備 

 JICA 専門家チームへの、本プロジェクト実施に関して日本から「バ」国に導入される資

金の送金・利用についての便宜供与 

2) BWDB および「バ」国政府の取り組み事項 

BWDB はパイロットプロジェクトの実施により生じる以下について責任を持つ 

 パイロットプロジェクトの用地準備、電線や水道管など公共施設の移転および撤去、不

法占拠への対応、環境社会配慮上の対応 

 パイロットプロジェクトの施工完了後の維持管理 

 施工中および施工後の損害発生に関する責任 

BWDB および「バ」国政府は以下について必要な対策を講じる 

 日本の技術協力の結果として「バ」国側が取得した技術および知識を、「バ」国の経済

および社会的発展に寄与させること。また、JICA が供与した技術トレーニングおよび

機材から「バ」国が取得した知識および経験をプロジェクト実施に有効に使用すること。 

 JICA 専門家チームのメンバー及び家族に、コロンボプラン技術協力スキームの下で行

われる「バ」国の同種業務を実施する第 3 国および国際機関の専門家に与えられると同

等の特権、免税、便宜を与えること。 

 本プロジェクトの開始に先立ち、計画委員会/当局の本プロジェクトについての技術支
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援事業プロポーザル承認を取得すること。 

 その他の特権、免税、便宜が、日本国政府と「バ」国政府間での 2002 年 12 月 8 日付け

「技術協力合意書」に従って提供されること。 

 本プロジェクト支援のため、BWDB は本プロジェクトを「バ」国民に周知するため適

切な措置を講じること。 

 

1.8 プロジェクト活動の計画と実績 

当初、本プロジェクトは、2013 年 8 月に開始し、現況調査、マニュアル（案）作成、マニュア

ル（案）に基づいて実証事業として 2014/2015 年の乾季にパイロットプロジェクトを実施し、そ

の結果を踏まえマニュアル（案）を改訂し、2016 年 8 月に終了する 3 年間の作業計画となって

いた。しかしながら以下に示すように数次の活動遅延により作業計画が変更された。2013 年 8

月の当初の作業計画と実績の比較を図 2.4 に示す。 

2013 年 9 月の現地作業開始時より、2014 年 1 月の国政選挙を巡る混乱、戦犯裁判に伴う混乱に

よりゼネスト・交通封鎖が頻繁するようになりプロジェクト活動が遅延した。そのため 2014 年

12 月にパイロットプロジェクトの施工を 2015 年／2016 年の乾季に延期するとともに、作業計画

全体を見直してプロジェクト期間を 4 年間に延長した。 

国政選挙を巡る混乱の沈静化後、プロジェクト活動の加速を図ったものの 2014 年 12 月より 2015

年 5 月まで国政選挙 1 周年の混乱によりゼネスト・交通封鎖が継続したためにプロジェクト活動

は再度影響を受けて遅延した。 

加えて、2015 年 9 月より断続的なテロ事件発生に伴い、安全対策として専門家の国内出張制限、

堤防改修工事現場の治安対策強化等が実施され、専門家の現地活動が制限された。さらに、2016

年 7 月、ダッカ市グルシャン地区で外国人を対象としたテロ事件が発生し、専門家の渡航禁止措

置が取られ、現地活動が実施できない状況が続いた。専門家の「バ」国渡航・国内出張制限は、

2016 年 12 月より一部緩和されたものの、専門家の現地活動が制限される状況はプロジェクトが

終了する 2017 年 10 月まで続いた。 

他方、2015 年 11 月から開始されたパイロットプロジェクトの堤防改修工事（パイロット工事）

では、2016 年 2 月の非常に希な出水による工事遅延に加え、同年 3 月末からの過去に例のない

河川水位の高止まりにより川表側の施工を次の乾季まで中断することとした。最終的にパイロッ

ト工事は 2017 年 5 月に完工した。 

作業計画と実績の乖離の要因を以下に列挙する。 

 頻発するゼネスト・交通封鎖により、活動が制限され、資料情報収集・現地踏査の実施が

遅れた。 

 上記により、土質調査・測量実施地点の決定が遅れた。 

 上記により、土質調査・測量の実施が遅れた。 
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 上記により、現況把握（堤防被災原因の分析）が遅れた。 

 さらに継続的なゼネスト・交通封鎖により、活動が制限されたたため、マニュアル（案）

作成が遅れた。 

 現地調査・現況把握の遅れに伴い、パイロットプロジェクト候補地決定が遅れた。 

 上記により、パイロット工事設計開始が遅れ、加えて、継続的なゼネスト・交通封鎖によ

る設計活動が制限された。 

 設計の遅れに伴い、工事を当初計画である 2014/2015 年乾季から 2015/2016 年乾季へと延

期した。 

 2016 年 3 月末より継続した水位の高止まり（例年より早い雨季の到来）により、パイロッ

ト工事川表側工事を中断することを余儀なくされた。パイロット工事は、雨季対策として

川表側暫定保護工を施工するとともに、次期乾季（2016／2017 年）に再開することとなっ

た。 

 現地調査・現況把握の遅れに伴い、維持管理モデル活動を施行するモデル地方 O&M 事務

所選定が遅れた。 

 継続的なゼネスト・交通封鎖による活動制限により、モデル事務所維持管理計画作成支

援・モデル維持管理活動試行が遅れた。 

 テロ事件発生に伴う安全対策により、維持管理モデル活動が制限されモデル事務所での初

期の活動の遅れにつながった。 

 継続的なゼネスト・交通封鎖の実施、テロ事件に伴う安全対策により、活動が制限され、

モデル事務所での GIS データベース構築が遅れた。 

 本邦研修は、2013 年度から 2015 年度の毎年度、合計 3 回実施する計画だった。しかし、

2013 年度の研修は、政治情勢に起因する混乱、研修参加者決定の困難さから、2014 年度

の研修と合わせて実施することとし、2015年度の 1回と合わせて合計 2回の実施となった。 
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図 1.4 活動計画・実績対比 

  

期間 2014年 2015年 2016年 2017年

作業期（変更前） 第1期 第2期 第3期

作業期（変更後） 第1期 第2期 第3期

雨季/乾季 乾季 雨季 乾季 雨季 乾季 雨季 乾季 雨季

断食月・断食明け休暇

作業項目 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

【活動-1】 持続的な堤防設計の検討（成果-1に関する活動）

[1.1]

*

[1.2]  現存の設計手法および設計基準のレビュー

[1.3]

[1.4] 河川堤防の設計マニュアル案の作成

[1.5] パイロットプロジェクトの設計

* 測量・土質調査

* 設計

* 積算・仕様書作成

* 環境社会配慮(再委託)

[1.6]

[1.7] 設計マニュアルの改訂

【活動-2】 堤防の施工過程の改善（成果-2に関する活動）

[2.1] 現存の河川堤防の施工方法のレビュー

[2.2] パイロットプロジェクトの候補地選定

[2.3]

[2.4] 施工マニュアル案の作成

[2.5]

(1) 入札／契約

(2) 工事実施

[2.6] 設計・施工マニュアルの改訂

【活動-3】 河川構造物の維持管理システムの構築（成果-3に関する活動）

[3.1]

[3.2]

[3.3] 河川構造物の維持管理マニュアル案の作成

[3.4]

[3.5]

[3.6]

[3.7]

【活動-4】 横断的事項

[4.1]

[4.2]

[4.3]

[4.4]

[4.5]

[4.6]

[4.7]

[4.8]

　　報告書

　　活動に影響する「バ」国の状況

凡例:                        当初計画（2013年8月）  

                               実績 

                               当初計画（報告書提出）

                               実績（報告書提出）

河川構造物の設計、施工、維持管理に関するセミナー/
ワークショップの開催

BWDB職員を対象とした本邦研修

JCC及びTWGの開催支援

環境社会配慮に係る調査

各マニュアル案の活用・更新のための必要な支援

IC/R：インセプション・レポート、P/R：プログレス・レポート
P/R2：プログレス・レポート(その２)、IT/R：インテリム・レポート
DF/R：ドラフトファイナル・レポート、F/R:ファイナル・レポート
1期：第１期プロジェクト事業進捗報告書、2期：第２期プロジェクト事
業進捗報告書、3期:第３期プロジェクト事業進捗報告書

GISを活用した河川構造物の被災履歴および修繕履歴の
データベース化

河川堤防の設計評価のためのパイロットプロジェクトの実
施

設計水位、潮位、土質条件等の河川堤防の設計条件のレ
ビュー

現況解析のための土質試験(含むボーリング)：必要に応じ
て

材料試験及び最適な含水比、締固め、改良方法等の検討

複数の河川堤防の設計手法の分析及び適用可能性の検討

河川堤防の施工の評価のためのパイロットプロジェクトの
実施

河川構造物の維持管理の実施状況のレビュー

河川維持管理の試験的活動を実施するO&M地方事務所の
選定

モデル事務所の維持管理計画の作成支援

モデル事務所における河川構造物の維持管理活動の試行

作成した各マニュアルの普及と効果的活用のための行動計
画の作成

各マニュアル及び行動計画の活用・更新のための必要な支
援

「パ」国の国別防災台帳の更新

維持管理マニュアル案の改訂

頻発するゼネスト・交通封鎖
(2014年1月国政選挙関連)

継続的なゼネスト・交通封鎖
(国政選挙1周年関連)

断続的なテロ事件発生 (専門家の渡航禁止）

1期 P/R PSR2 PS/R3IT/R DF/R F/R

1期 P/R 2期 3期IT/R DF/R F/RP/R2

IC/R

IC/R
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1.9 要員派遣の計画と実績 

「バ」国の治安状況の悪化による影響を受けて、プロジェクト活動に遅れ。専門家の活動が制限

を受けたことから、専門家の派遣も計画から大幅に変更することとなった。要員派遣の計画と実

績を図 1.5 に示す。 
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2. 主要成果物の概要 

本プロジェクトでは前章で記述した調査内容報告書のほかに主要成果物として、河川堤防の設計

マニュアル、河川堤防の施工マニュアル、河川構造物の維持管理マニュアル、これらマニュアル

に係る行動計画を主要成果物として作成した。本章では各成果物の概要について記述する。 

 

2.1 河川堤防の設計マニュアルの概要 

「バ」国の技術者が独自に持続可能かつ低コストな河川堤防を設計するための河川堤防の設計マ

ニュアルを作成した。同マニュアルの作成経緯は以下のとおりである。 

2013 年 12 月～ 設計マニュアル作成方針の検討、設計部局と協議 

2015 年 2 月 設計マニュアル（Draft-1）を設計部局に提示、協議 

 5 月 設計マニュアル（Draft-2）を設計部局に提示、各課と個別協議 

 12 月 各マニュアルのレビュー及び取りまとめを支援する委員会が発足 

2016 年 2 月 BWDB からのコメントを受け、マニュアル（案）を修正 

 4 月 設計マニュアル（案）を BWDB に提出 

 6 月 BWDB 総局長が設計マニュアルを承認 

2017 年 9 月 パイロットプロジェクトの教訓を反映し設計マニュアルに追記 

 

マニュアルの作成にあたっては C/P と議論、協議を重ねた。それらを通じて合意したマニュアル

作成の留意点を以下に既述する。 

 「バ」国では 2010 年に BWDB より「河岸防護ガイドライン」が発行されており、「法覆工」

及び「堤脚保護工」「根固工」が設計マニュアルが記載されている。そのため、侵食対策に

係るそれらの工種の設計については同ガイドラインに基づくものとし、今回作成した「河川

堤防設計マニュアル」からは除外した。 

 Standard Design Manualでは、7章及び 10章の一部に各設計項目が羅列的に記述されている。

新たな河川堤防設計マニュアルでは構成を分かりやすくするため、日本の基準と同様に、①

堤防設計の基本、②堤防の構造細目、③堤防の安全性の照査 に分類して記述した。 

 堤防の安全性の照査について、日本の基準では「浸透」「侵食（堤防護岸）」「地震」に対す

る安全性の照査が記載されているが、Standard Design Manual では「浸透に対する安全性の

照査」についてのみ詳細に記述されている。今回作成した「河川堤防設計マニュアル」では

4.堤防の安全性の照査として、4.2 浸透に対する堤防の安全性の照査、4.3 侵食に対する安全

性照査、4.4 地震に対する堤防の安全性の照査、4.5 地盤支持力に対する堤防の安全性の照査

の 4 項目を記述した。 

 「堤防の安全性の照査」のうち「地震に対する堤防の安全性の照査」は、日本に比べ地震が
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少なく、侵食対策を優先している点、洪水時水位が長く続く点などを考慮して記述するかど

うかを BWDB と協議したが、BWDB より「バ」国としても今後考慮していきたいという要

望もあり記述することとした。 

 「堤防の安全性の照査」のうち、「地盤支持力に対する堤防の安全性の照査」は日本のマニ

ュアルでも記述されていないが、「バ」国は低平地に広がり軟弱地盤も多いため記述するこ

とになった。 

 

作成した設計マニュアルの目次構成は以下のとおりである。 

「河川堤防の設計マニュアル 目次」 

序文 

1．河川堤防の設計に係る前提条件 

（1）地理的・地形的特性 

（2）土質特性 

（3）河川特性 

（4）洪水防御形態 

（5）財政的制約 

2．堤防設計の基本 

2.1 堤防が備えるべき機能 

2.2 堤防設計の手順 

2.3 堤防の種類 

2.4 堤防法線 

2.5 高水敷幅 

2.6 設計堤防天端高 

2.6.1 設計洪水位〔高水位〕  

2.6.2 設計洪水頻度の選定 

2.6.3 余裕高 

2.6.4 余盛り 

2.7 天端幅 

 2.8 法面勾配 

2.9 土採り場及び堤防までの距離 

2.10 堤体材料の選択 

3．設計細目 

 3.1 法覆工 

  3.1.1.一般事項 

  3.1.2 突起付き護岸ブロック 

3.1.3 突起付き護岸ブロックの設計 

3.1.4 空張りブロックの布設 

3.1.5 法留め工 

 3.2 漏水防止工 

  3.2.1 一般事項 

  3.2.2 堤体の改良による漏水防止対策 

  （1）断面拡大工法 

  （2）表のり被覆工法 

  （3）ドレーン工法 

  3.2.3 基礎地盤に対する漏水防止対策 

  （1）川表遮水工法 

  （2）ブランケット工法 

 3.3 堤脚保護工と根固め工 

 3.4 現況堤防への遷移区間のすり付け工と

隔壁 

 3.5 堤防横断工作物の設計 

4．堤防の安全性の照査 

 4.1 一般事項 

4.2 浸透に対する堤防の安全性の照査 

 4.2.1.浸透流による堤防の損傷 

 4.2.2 浸潤面とパイピング 

  4.2.3 円弧すべり 

4.3 侵食に対する堤防の安全性の照査 

4.4 地震に対する堤防の安全性の照査 

 4.4.1 一般事項 

 4.4.2 基本的考え方 

 4.4.3 液状化の発生 
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 4.4.4 液状化判定と堤防の安定計算 

 4.4.5 堤防の沈下量の計算 

4.4.6 耐震対策工 

4.5 地支持力に対する堤防の安全性の    

照査 

  4.5.1 一般事項 

  4.5.2 軟弱地盤における地盤支持力の不足

による堤防のすべり破壊過程 

  4.5.3 地盤のせん断強度 

4.5.4 軟弱地盤対策 
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2.2 河川堤防の施工マニュアルの概要 

「バ」国での河川堤防の施工過程が改善することを目的として河川堤防の施工マニュアル（案）

を作成した。同マニュアルの作成経緯は以下の通りである。 

2013 年 12 月～ 施工マニュアル（案）の検討 

2015 年 7 月 JCC にて施工マニュアル（案）を提示 

 12 月 各マニュアルのレビュー及び取りまとめを支援する委員会が発足 

2016 年 6 月～ 改訂作業 

 10 月 施工マニュアル（改訂版 Ver.1）を BWDB に提出 

2017 年 5 月 工期延長への対応、締固め試験、ガニーバッグ試験製作、安全大会の実施、

工事中断中の仮設法面保護工に関する記述を追加した改訂版 Ver.2 を作成 

 7 月 技術セミナーにて BWDB に提出、説明、配布 

 9 月 改訂版 Ver.2 に対する BWDB からのコメントを受けて、建設用地確保、

関係者との Right-of-way の確認、最新測量機器の紹介に関する記述を追加 

 

BWDB は共通仕様書として BWDB 土木工事標準仕様書（Technical Specification for Civil Work（TS 

of BWDB））を有している。また、実務的には 2 年に一度、地域ごとに発行されている標準工事

積算単価書（Standard Schedule of Rates Manual（SSoRM））や数量単価表（Bill of Quantities）など

を入札・契約書作成に活用している。 

TS of BWDB ならびに SSoRM には河川工事に必要な工事項目・所要仕様規格等が網羅されてお

り品質規格についても所要性能が記載されている。しかし、品質試験頻度等の詳細な品質管理手

順などは明記されていない。施工マニュアルは TS of BWDB 及び SSoRM を補完するものとして

位置付け、両書に記載されていない工事計画に必要な事前調査を含む施工計画の作成方法、品質

管理手順の詳細や第三者災害を含む工事安全対策等を主要記載事項として作成することとした。

施工マニュアルは、BWDB や施工業者など「バ」国の河川堤防工事に携わる技術者を利用対象

として作成するものとし、利用対象者が理解できるものとするため内容及び用語等を BWDB 職

員と協議しながら作成した。 

河川堤防の施工マニュアルの目次構成は以下の通りである。 

「河川堤防の施工マニュアル 目次」 

まえがき  －河川堤防の施工マニュアル

（案）作成の背景- 

第 1 施工マニュアルの目的 

第 2 施工マニュアルの適用範囲 

第 3 施工マニュアルの活用法 

第 1 章 工事管理・共通事項 

第 1.1 節 現況調査 

1.1.1 自然条件調査 

1.1.2 現場の調査 

1.1.3 施工予定地内での耕作地及び居住状況

の現況調査 

第 1.2 節 施工計画 
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1.2.1 概説 

1.2.2 施工計画立案の基本 

第 1.3 節 工程管理 

1.3.1 工程計画 

1.3.2 工程管理 

第 1.4 節 施工監理 

1.4.1 工事管理の目的 

1.4.2 品質管理 

1.4.3 出来形管理 

第 2 章 準備・仮設工事 

第 2.1 節 測量・丁張り  

2.1.1 工事準備測量 

2.1.2 丁張り 

第 2.2 節 工事用道路 

2.2.1 工事用道路の調査 

2.2.2 仮設・工事用道路 

第 2.3 節 仮設ヤード  

第 3 章 土工事 

第 3.1 節 土工事共通事項 

3.1.1 配土計画 

3.1.2 建設機械の選定 

第 3.2 節 掘削工 

3.2.1 概説 

3.2.2 土砂の掘削 

3.2.3 掘削施工上の留意点 

第 3.3 節 盛土材料管理と運搬 

3.3.1 土取場等の事前調査 

3.3.2 運搬 

3.3.3 盛土材料管理 

3.3.4 堤体材料の管理 

第 3.4 節 堤体盛土工 

3.4.1 盛土工概説 

3.4.2 基礎地盤処理 

3.4.3 盛土と締固め 

3.4.4  盛土品質の確認 

3.4.5 締固め管理 

3.4.6  試験施工の実施 

第 3.5 節 法面土工 

第 3.6 節 構造物周りの土工 

第 4 章 堤防保護工 

第 4.1 節 根固め工 

4.1.1 CC ブロック 

4.1.2 土のう工（guny back） 

4.1.3 ジオバッグ工 

第 4.2 節 法面保護工 

4.2.1 植生工 

4.2.2 吸出し防止材 

4.2.3 粘土による表面被覆工 

4.2.4 CC ブロック張工 

第 5 章 安全  

第 5.1 節 安全対策設備 

第 5.2 節 安全管理 

5.2.1  安全管理に関する法規・チェックポイ

ント 

5.2.2 建設現場重大災害と発生原因 

5.2.3 建設現場の事故防止策 

5.2.4 第三者に関連する事故の防止 

第 5.3 節 水防対策 

5.3.1 出水対策 

5.3.2 土工施工時の出水対策準備 

第 6 章 検査 

第 6.1 節 工事検査 

6.1.1 検査の目的と留意点 

6.1.2 検査の種類 

第 6.2 節 竣工検査 

6.2.1 竣工検査の目的 

6.2.2 竣工検査の留意事項
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2.3 河川構造物の維持管理マニュアルの概要 

堤防、護岸、根固め、樋門・樋管等の河川構造物全般を対象とした維持管理マニュアルを作成し

た。マニュアルでは維持管理を行う上での「バ」国の統一的な基準を定めるとともに効率的な維

持管理を実現するための情報管理を行うことを定めている。同マニュアルの作成経緯は以下の通

りである。 

2013 年 11 月～ 維持管理マニュアル作成方針の検討 

2015 年 11 月 維持管理マニュアル（第 1 版）を BWDB に提出、説明 

 12 月 各マニュアルのレビュー及び取りまとめを支援する委員会が発足 

2016 年 6 月 第 1 版に対する BWDB からのコメント（BWDB 所管の構造物に関する情

報のアップデート等）を受け、第 2 版に改訂 

2017 年 5 月 モデル事務所での活動を踏まえて、各施設の機能、被災メカニズム等に関

する説明と GIS データベースに関する項目を追加して第 3 版に改訂 

  これを最終版として BWDB に提出 

 7 月 BWDB 総局長が維持管理マニュアル（第 3 版）を承認 

 

河川構造物の維持管理マニュアルの作成にあたっては、以下の基本的な考え方を BWDB 職員と

共有しながら作業した。 

・ マニュアルは、BWDB 西部維持管理局維持管理部で作成されている「BWDB 維持管理ガイ

ドライン」に示される維持管理の枠組み、手続きを踏まえ、技術面、すなわち、各構造物の

機能、必要な操作、維持方法など、技術的な事項を中心に記述する。 

・ マニュアルは、特に BWDB の現場レベルの事務所において維持管理活動の主力となってい

るSub-divisional EngineerおよびSectional Officerの技術的な参考書となるものとする。また、

BWDB 本部の技術者、他官庁の維持管理技術者、水利用組合の維持管理担当者を潜在的な

利用者とする。 

・ マニュアルは住民参加型の維持管理は対象外とする。 

・ マニュアルの対象とする構造物は河道、堤防、法面保護工、根固工、水門、樋管、ポンプ場

等、BWDB が管理している全ての河川構造物とする。 

・ マニュアルは、地形、地質、水文特性など「バ」国の地域において異なる特性を考慮出来る

ものとする。 

・ マニュアルは、BWDB 職員との意見交換、パイロットプロジェクトでの建設、維持管理モ

デル活動において得られた知見をもとに改訂する。 

これらの基本的考え方を踏まえてい作成した維持管理マニュアルの目次構成を以下に示す。 
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表 2.1 河川構造物の維持管理マニュアルの目次 
章 内容 

1 章 まえがき マニュアル（案）の適用範囲、水関連インフラの定義 
2 章 維持管理の概念 維持管理の範囲、現状、維持管理にかかる 4 本柱 
3 章 基礎資料・情報 維持管理にかかる基礎資料・情報の準備 
4 章 オペレーション・マニュアル 構造物オペレーションの計画及び実務の留意点 
5 章 メンテナンス・マニュアル 構造物メンテナンスの計画及び実務の留意点（構造物の機

能・巡視における留意点・修復方法、修復の優先順位等） 
6 章 維持管理予算 必要ベースの予算計画、調整。 
7 章 実施及びモニタリング 維持管理の実施・モニタリング 
8 章 水防活動 水防活動 
その他、Appendix 参考資料（構造物調査 TOR 案、GIS データベースの概要） 
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2.4 マニュアルの普及と効果的活用のための行動計画の概要 

 

本プロジェクトで作成した河川堤防の設計マニュアル、施工マニュアルおよび河川構造物の維持

管理マニュアルを「バ」国全土の河川堤防の設計・施工および河川構造物の維持管理に適用させ

るため、「マニュアルの普及と効果的活用のための行動計画」を作成した。 

行動計画の概要、ロードマップならびに実施計画を以下に記載する。 

表 2.2 行動計画の概要 

項目 堤防設計 
マニュアル 

堤防施工 
マニュアル 

構造物維持管理 
マニュアル 

計画期間 10 年 10 年 10 年 
マニュアル

責任者 
 

設計局長、計画局長、および

各ゾーン局長 
モニタリング局長、計画局長、

および各ゾーン局長 
維持管理局長、計画局長、モ

ニタリング局長、および各ゾ

ーン局長 
対象人員 ・メイン：首都圏技術職員（設

計局職員含む） 
・サブ：現場事務所技術職員 

・メイン：現場事務所技術職

員 
・サブ：首都圏技術職員（設

計局職員含む） 

・メイン：現場事務所技術職

員 
・サブ：首都圏技術職員（設

計局職員含む） 
普及方法 ・Web ページでのマニュアル

公開 
・BWDB 公式研修での定期

セミナー開催 
・資金・人員に無理の無い範

囲で、段階的に試行し、試

行件数を拡大し、最終的に

は全案件に適用していく。 

・Web ページでのマニュアル

公開 
・BWDB 公式研修での定期

セミナー開催 
・資金・人員に無理の無い案

件で、段階的に試行し、試

行件数を拡大し、最終的に

は全案件に適用していく。 

・Web ページでのマニュアル

公開 
・BWDB 公式研修での定期

セミナー開催 
・資金・人員に無理の無い範

囲(管轄区域に一部)で、段

階的に試行し、試行区域を

拡大し、最終的には全案件

に適用していく。 
効果的な活

用 
・試行毎に、マニュアルの利

点、問題点などの試行結果

を整理し、マニュアル更新

にフィードバックを行い、

次の試行に備える。 

・試行毎に、マニュアルの利

点、問題点などの試行結果

を整理し、マニュアル更新

にフィードバックを行い、

次の試行に備える。 

・試行毎に、マニュアルの利

点、問題点などの試行結果

を整理し、マニュアル更新

にフィードバックを行い、

次の試行に備える。 
・収集データに基づき、資金

の範囲を考えた、中期維持

管理計画・維持管理計画を

作成する。 
マニュアル

訂正／追加

説明・更新の

手順 

・試行期間を 3 年とする。 
・マニュアルを用いて堤防を

設計し、不具合、改善点を

整理する。 
・被災堤防について設計の問

題について調査分析する。 
・上記項目をマニュアル責任

者に報告する。設計局長の

指示のもとマニュアルを更

新する。 

・試行期間を 3 年とする。 
・O&M Circle 事務所ごとに

マニュアルを用いて堤防を

建設し、不具合、改善点を

整理する。 
・被災堤防について施工の問

題について調査分析する。 
・上記項目をマニュアル責任

者に報告する。モニタリン

グ局長もしくは計画局長の

指示のもとマニュアルを更

新する。 

・試行期間を 6 年とする。 
・各 O&M Division 事務所の

管轄区域の約 2 割について

マニュアルを用いた維持管

理を実施し、不具合、改善

点を整理する。 
・被災堤防について維持管理

の問題について調査分析す

る。 
・上記項目をマニュアル責任

者に報告する。維持管理局

長の指示のもとマニュアル

を更新する。 
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項目 堤防設計 
マニュアル 

堤防施工 
マニュアル 

構造物維持管理 
マニュアル 

更新時期 ・小規模な修正、改訂は随時

行う。 
・DG の承認を得るような改

訂は最初は 5 年後、その後

は 10 年毎に行う。（web で

の公開、公式定期研修での

説明・配布） 

・小規模な修正、改訂は随時

行う。 
・DG の承認を得るような改

訂は 10 年毎に行う。（web
での公開、公式定期研修で

の説明・配布） 

・小規模な修正、改訂は随時

行う。 
・DG の承認を得るような改

訂は 10 年毎に行う。（web
での公開、公式定期研修で

の説明・配布） 
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3. 活動内容（調査） 

3.1 プロジェクト活動実施フロー 

 

本プロジェクトの成果を確保するため、以下の活動を実施した。 

各項目の活動内容を 3.2 以下に既述する。 

 

 

図 3.1 プロジェクト活動実施フロー 

 

3.2 現状分析 

 

1) 堤防および河川構造物に関する設計・施工・維持管理の現状 

「バ」国全域の被災堤防・施工現場の現地調査、BWDB 本部および O&M 地方事務所とのインタ

ビューを通じて、資料・情報収集を行うとともに、現状の分析を行った。 

 現地調査結果によると、堤防の被災は、直接には「侵食（河岸侵食、堤脚侵食）」に起因す

るものがほとんどであるが、堤防材料が均一な砂質土、シルト、粘土であり、確実な締固め

が困難であるなど、堤防自体にも問題がある。 

現状分析

プロセスの改善

プロジェクト活動実施フロー

持続可能な堤防設計の導入

（堤防設計マニュアル）

堤防施工過程の改善

（堤防施工マニュアル）

河川構造物の

維持管理システムの確保

（構造物維持管理マニュアル)

資料・情報収集／現状分析 既往堤防の被災要因・被災メカニズムの検証

実証事業の実施 河川維持管理のモデル活動

アクション・プランの作成 （成果の普及と効果的活用）
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写真 1：堤防崩壊現場（Sirajganj） 

 

 大河川および高潮区間の堤防では、重機による施工が実施されている。しかしながら、内陸

の河川堤防、小規模な補修工事では、人力施工が主体であり、予算不足から、洗掘・侵食対

策の根固め工、法面保護工は実施されていない例が多くみられた。 

 大河川沿いの河川構造物は、良好な状態で維持管理されている。加えて、修復工事用の資材

も高水敷、堤防上に備蓄されている。一方、輪中堤を含む内陸河川沿いでは、数多くの河川

構造物が修復されないまま放置されている。 

 
写真 2：修復工事中の堤防（Netrokona） 

 

2) 既存堤防の被災原因・被災メカニズムの検討 

「バ」国の堤防は、河川特性（洪水継続時間、潮汐の影響等）や土質特性（砂、粘土の含有比率

等）、地域特性（地盤標高等）から以下の 4 類型に分類される。 
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図 3.2 「バ」国の河川堤防の分類（概略図） 

 

A-類型（大河川沿いの堤防）： 

大河川のジャムナ川およびガンジス川（パドマ川）では、大規模な河岸侵食による堤防の崩壊が

発生している。また、膨大な築堤土量が必要なため、災害復旧堤防では堤体に近隣の河床からの

浚渫砂を利用している場合も多く、洪水継続時間の長い大河川堤防では、浸透によるパイピング、

法面滑りが発生する可能性が高いため、一般に粘土による表面遮水が行われている。 

 

B-類型（高潮地域の堤防）： 

ベンガル湾に面した高潮地域では、サイクロンによる高潮被害が発生している。また、潮汐によ

り 1 日に 2 度河川の上・下流への流れが生じ、継続的な河岸浸食が発生し堤防決壊につながる例

が多い。 

 

C-類型（ハオール地域の堤防）： 

「バ」国の北東部に位置するメグナ川の上流域はハオールと呼ばれ、標高の低い低湿地が広がっ

ており、雨季の洪水の流入により低湿地全体が堤防を含め水没する。地域特性から、堤体土の粘
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土含有率が非常に高いものの、雨季への移行期の越水により決壊が生じているほか、舟運、用水

のために人為的に堤防を破壊する「パブリック・カット」も発生している。 

 

D-類型（Flash Flood 地域の堤防） 

北部及び東部の国境沿い河川は、インド領内の山間地に上流域を有し、「バ」国に入り地形が緩

勾配になり蛇行河川の形態を呈する。そのため、上流の降雨により急激な水位上昇が生じ、流速

の早い洪水（鉄砲水）による越水被害が発生する。また、蛇行河川であるため、湾曲部外岸側の

局所洗屈が生じ、堤防表法面の崩壊が発生している。 

 
写真 3：Moulvibazar の被災堤防 

 

現況堤防の被災要因及び被災メカニズム検証のため、上記類型の代表堤防被災箇所について測

量・土質調査を行い、浸透流・円弧すべり解析による検証を含んだ堤防安定性検討を行った。検

討結果概要は以下の通りである。 

 大部分の代表堤防は、高水敷が確保されている場合には、洪水時の円弧すべりに対して安定

である。 

 代表堤防の幾つかでは、堤体材料の粘土分が少ない場合には堤防法尻でパイピングの可能性

がある。 

 基礎地盤の支持力が低いため、河岸侵食の進捗に伴い、基礎地盤を含む堤防の円弧すべりに

対する安定性が低下する。 

 

3.3 設計・施工・維持管理マニュアル案作成 

 

1)  堤防設計マニュアル案 

BWDB の構造物設計マニュアルに相当する「Standard Design Manual (SDM)」は 1996 年に策定さ

れたものである。策定後、20 年近くが経過しており、改訂の必要性が認識されている。堤防設

計マニュアル案は、この SDM の堤防部分の改訂版として位置づけられるものである。堤防設計

マニュアル案は、河川特性、堤体材料、技術的・予算的制約、既往の堤防被災要因検討結果を踏

まえて、BWDB の SDM を本邦基準と照らし合わせながら十分に吟味した上で、BWDB 側カウ
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ンターパートとともに、以下の方針のもとに作成した。 

 堤防設計の手順は、本邦技術基準と同様、形状規定方式により、個々の堤防の横断形状を定

め、必要な個所については堤防の安全性を照査する方法とする。 

 堤防設計マニュアル案は、①堤防設計の基本、②堤防の構造細目、③堤防の安全性の照査、

の構成とし、出来るだけ設計の根拠となる考え方を説明し、設計のみならず、堤防建設後の

施設点検、維持・管理にも資するものとする。 

 「堤防設計の基本」の項目は、SDM 及び本邦基準の基本項目より、「バ」国の現状を踏まえ

て選定し、記載する。 

 「設計細目」には、堤防と一体的に設計される法覆い工、漏水防止工、堤脚保護工・根固め

工についての設計の細目を記載する。なお、「BWDB 河岸防護ガイドライン（2010 年）」に

記載された項目の設計については、同ガイドラインに基づくものとする。 

 「堤防の安全性の照査」については、SDM に規定されている『浸透に対する安全性の照査』

に加え、『侵食に対する安全性の照査』、『地震に対する安全性の照査』、『基礎地盤の地盤支

持力にかかる安全性の照査』について記載する。なお、照査は、施設が少なく実施が難しい

高度な土質試験を前提とせず、実施に支障の無い簡易な土質試験で同定が可能な土質定数を

用いて設計堤防の照査が出来るように作成する。 

 

2)  堤防施工マニュアル案 

BWDB の施工に関しては、建設工事共通仕様書である「Technical Specification for Civil Work of 

BWDB (TS of BWDB)」及び「Standard Schedule of Rates Manual（SSoRM）」において、河川・堤

防工事に必要な工事項目・仕様規格等が網羅されている。しかしながら、これらの資料は、堤防

工事の計画から完了までの技術面について系統的に記述された資料ではないため、実際の堤防工

事に携わる技術者が工事の進捗に応じた各段階で適切な技術的判断を下す上での参考となる技

術資料は存在しない状況である。これを踏まえ、施工マニュアル案は、以下の方針のもとに作成

した。 

 マニュアル案は、堤防工事の計画から完了までの技術面・管理面について系統的に記述され

た技術資料とする。 

 マニュアル案では、TS of BWDB 及び SSoRM に記載されていない工事計画に必要な事前調

査を含む施工計画の作成方法、品質管理の詳細、及び第三者災害を含む工事安全対策につい

て、詳細に記載する。 

 マニュアル案は、実際の堤防工事に携わる技術者に理解できるものとするため、内容、目次

等、BWDB カウンターパートとともに精査し作成する。 

 



バングラデシュ国持続的な水関連インフラ整備に係る能力向上プロジェクト 
ファイナル・レポート プロジェクト事業完了報告書 

33 

3)  維持管理マニュアル案 

BWDB では、幾つかのプロジェクトにおいて、プロジェクト専用の維持管理マニュアルが用意

されている。また、BWDB 本部において、管理構造物維持管理ガイドラインが 2010 年に策定さ

れ、維持管理の枠組み及び手続きが定められている。しかしながら、O&M 事務所でのインタビ

ューによれば、それらの資料は現場に周知されておらず、維持管理に携わる技術者の技術資料が

無い状況である。本プロジェクトでは、既存のマニュアル／ガイドラインのレビュー結果、O&M

地方事務所でのこれまでの知見を踏まえ、C/P とともに以下の方針で、構造物維持管理マニュア

ル案を作成した。 

 維持管理マニュアル案は、管理構造物維持管理ガイドラインに示された維持管理の枠組み

（「Basic Scheme Data」,「Budgeting Procedure」、「Planning Procedure」、および「Monitoring & 

Supervision」の改善）、手続きを踏まえた、技術面、すなわち、各構造物の機能、必要な操

作、巡視上の留意点、必要な維持方法など、技術的な事項を中心として記述した文書とする。 

 マニュアル案は、BWDB が管理する施設の維持管理を対象とし、BWDB 職員、特に現場レ

ベルの事務所において維持管理活動の主力となっている職員の技術的な参考書となるもの

とする。 

 マニュアル案の対象とする構造物は河道、堤防、法面保護工、根固工、樋管、水門、ポンプ

場等、河川及び灌漑等、BWDB が管理している全ての構造物とする。 

 

3.4 堤防改築パイロットプロジェクト 

 

作成したマニュアル(案)の実際の有効性の検証およびフィードバックを目的として、パイロット

プロジェクトを実施する。パイロットプロジェクトの対象地は、現地調査対象被災堤防を対象と

して、下図に示すスクリーニングを実施し、選定することとした。 

 

図 3.3  パイロットプロジェクト候補地のスクリーニング 

 

選定の結果、Moulvibazar O&M 地方事務所管轄のマヌ川右岸被災堤防を、パイロットプロジェク

ト対象地とした。 

対象地について測量・土質調査を行い、以下の特徴を持つ堤防改築の詳細設計を実施した。 

特徴 1： 

BWDB が用いている従来の CC ブロック上面に突起を施した改良型ブロックは、施工法面上の流

①大規模な侵食対策を必要としない。

②「バ」国に広く適用可能な技術。

③堤防改築の緊急度が高い

④人為的な堤防被災の恐れが無い。

実施における適性評価

①施工性（機材搬入・調達の容易さ）。

②負の環境・社会影響が無い。

③ダッカからのアクセス。

施工における難・易の評価
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速を減じ、二次流の発生を抑え、局所洗掘による堤防の被災リスクを抑えることが期待出来る。 

特徴 2： 

パイロットプロジェクト対象地では、堤防背後に家屋、学校が立地しているため、引堤が困難な

状況である。このため、現況被災堤防位置で修築することとし、既存被災堤防の川側に堤防盛り

土を行い、堤防の護岸基礎の構築及び基礎前面の洗掘を防ぐため、侵食対策工を計画した。これ

により BWDB の従来工法より、洗掘に強い構造となるとともに、堤内地への影響を最小化し、

近年「バ」国で増加している堤防背後地の市街地化にも対応できる構造となる。 

特徴 3： 

堤防の法面ブロックは「空積み」で施工されており、個々のブロックは接着していない。法面ブ

ロックは下方へずり落ちるが生ずる可能性があるが、その場合、法面ブロック間に隙間が生じ、

洪水時の流速により堤体土砂が吸出される懸念がある。このため法面ブロックの基礎部に法留工

を計画し、法面ブロックのずり落ちを防止するよう計画した。 

特徴 4： 

堤防の盛り土及び締固め工事は河川水位の下がる乾期に行うこととしているが、マヌ川では施工

時の河川水位が高いため、その水位以下の盛土の「締固め」ができない。このため、施工時に河

川水位以下の盛土部分については、締固めを必要としない「モルタル・ガニー・バッグ」の積み

重ねを計画した。なお、モルタル・ガニー・バッグの隙間からの堤体土吸出し防止のため、ジオ

テキスタイル・シートを併せて敷設する。 

 
写真 4: パイロット工事（2016 年 1 月 23 日） 

 

堤防改築のパイロット工事は、JICA バングラデシュ事務所が施主として、現地建設業者共同体

である施工業者を調達し、JICA 専門家チームと BWDB 現地事務所が協働して施工監理を担当す

る体制で実施された。 

施工業者選定は、バングラデシュ国の電子政府調達システムを利用して、2015 年 9 月より開始

され、選定業者との契約は、2015 年 11 月 16 日付で締結された。 

パイロット工事は、2015 年 11 月 25 日より、2015 年／2016 年乾季中の完工を目指して開始され

たが、例年に無い河川水位の上昇による影響により。工事の中断を余儀なくされ、2017 年 5 月
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23 日に完工した。 

工事実施に際しては、環境・社会管理計画に基づき、環境・社会配慮活動が適切に実施されてい

るかをモニターした。また、工事中の情報共有のため、工事日報を関係者へ配信するとともに、

工事文書、参考資料およびパイロット工事で得られた知見の紹介として、2016 年 1 月および 4

月、2017 年 3 月、4 月および 5 月に BWDB 職員の参加する現地視察兼ワークショップを開催し

ている。 

 
写真 5: 現場密度試験の実演（2016 年 4 月 2 日） 

 

 

3.5 維持管理モデル活動の実施 

 

維持管理マニュアル案に従って、O&M 地方事務所において維持管理活動を試行した。モデル活

動を実施する O&M 地方事務所は、現地視察を行った被災堤防を管轄する O&M 地方事務所より、

管轄区域の特徴、ダッカからのアクセス、GIS データベースの整備状況、パイロットプロジェク

トの対象地であることを考慮し、Moulvibazar O&M 地方事務所を選定した。同事務所では、維持

管理活動の基本資料である管理構造物についての基本情報が整理・共有されていない状況であり、

効率的な維持管理計画を策定することが難しい状況である。そこで、地方事務所における維持管

理の基本となるデータ整備を支援することから始めることとし、その後、構造物の巡視を通して

補修の要否、その優先順位を明確にすることで維持管理計画の作成を支援し、維持管理活動を試

行した。また、事務所が管理構造物の情報を効率的に管理・共有するために、他プロジェクトと

の互換性を確保した試験的な GIS データベースの構築を実施するとともに、OJT およびセミナ

ーを通じて GIS データベースに係る技術移転を行った。 

収集された管理構造物基本情報をもとに、地方事務所は維持管理計画を策定し、計画に基づいて

活動を行う予定である。 
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写真 6: GIS データベース・セミナー 

（Moulvibazar O&M 地方事務所） 

 

3.6 マニュアル案の改定 

 

作成した各マニュアル案の見直し・最終版化のため、2015 年 12 月 BWDB 内の作業委員会が組

織されている。 

堤防設計マニュアル案は、作業委員会のコメントをもとして詳細な見直しが行われた。改定案は

2016 年 4 月に作業委員会に提出され、2016 年 6 月 BWDB 総局長に承認された。堤防設計マニュ

アルは、今後の堤防設計作業に適用されることとなった。 

堤防施工マニュアル案は、堤防改築パイロット工事での知見・教訓を踏まえ改訂が行われた。改

定案は 2017 年 7 月作業委員会に提出された。その後、改定案は作業委員会のコメントをもとに

して再度見直しが行われた。再改定案は、2017 年 9 月作業委員会に再提出され、BWDB 総局長

に承認された。 

河川構造物維持管理マニュアル案は、作業委員会のコメント、河川構造物維持管理モデル活動で

の知見・教訓を踏まえ、詳細な見直しが行われた。改定案は 2017 年 5 月に作業委員会に提出さ

れ、2017 年 7 月 BWDB 総局長に承認された。 

 

3.7 マニュアルの普及と効果的活用のための行動計画の作成 

 

本プロジェクトの目標および上位目標を達成・持続するためには、本プロジェクトの実施機関で

ある BWDB が作成されたマニュアルを普及し、効果的に活用するとともに、時宜を得たマニュ

アルの改訂を行うことが不可欠である。従って、マニュアルの普及と効果的活用のための行動計

画をカウンターパートと協働して作成した。行動計画は、各マニュアル、および行動計画自身が、

プロジェクト終了後に継続的に活用・更新されるための仕組みを含むものとしている。 
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4. 活動内容（技術移転） 

本プロジェクトは開発調査型技術協力プロジェクトであり、技術移転による人材育成は本プロジ

ェクトの基本事項である。技術移転は以下を通じて実施した。 

・ オン・ザ・ジョブ・トレーニング（OJT）の実施 

・ 技術移転のためのセミナー/ワークショップの開催 

・ 本邦研修の実施 

本プロジェクトの年度毎の技術移転の対象者数、及び活動概要を以下に示す。 

4.1 技術移転対象者数 

本プロジェクトにおける各年度の直接及び間接の技術移転対象者数は、下表にまとめるとおりで

ある。なお、直接及び間接の技術移転対象者としては、以下を想定した。 

・直接技術移転対象者数： 直接的に能力向上の対象となった人数。直接の C/P 数、C/P 部

局の職員数。 

・間接技術移転対象者数： 間接的に能力向上の対象となった人数。セミナー、JCC 会議、

参加者数、パイロットプロジェクトへの見学技術者数、本邦研

修参加者数等。 

表 4.1 本プロジェクトにおける年度毎の技術移転者数 

年度 期間 
技術移転対象者数（人） 

直接 間接 

2013 2013 年 8 月～2014 年 3 月  9  71 

2014 2014 年 4 月～2015 年 3 月  110  54 

2015 2015 年 4 月～2016 年 3 月  131  153 

2016 2016 年 4 月～2017 年 3 月  131  37 

2017 2017 年 3 月～2017 年 9 月  94  150 

 

 

4.2 セミナー／ワークショップ 

 

1) セミナー／ワークショップ 

セミナー／ワークショップを全 8 回開催した。各回の実施日と内容、目的等を以下に示す。 
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表 4.2 ワークショップの開催実績 

No. 実施日 会場／内容／参加者／狙い・目的 

1 2015年 10月 26 日 会場： BWDB 設計局会議室及び構内広場 
内容： 堤防の物理探査結果（比抵抗二次元電気探査、表面波探査）の説明、物

理探査実演 
参加者：35 名（BWDB 計画局・設計局職員：31 名、専門家チーム：4 名） 
目的： 堤防設計の主体となっている設計局職員に対して、堤防の現状分析の必

要性の認識を醸成するとともに、ボーリング調査の前段階としての物理

探査の有用性を認識して貰うこと。(物理探査結果の総括は、巻末付属資

料-3 に示した。) 
2 2015 年 11 月 16 日 会場： BWDB 本部講堂 

内容： 「バ」国の堤防の現状分析、技術マニュアル案（堤防設計、堤防施工、

構造物維持管理）の配布・概要説明、パイロット工事の概要、2015 年 10
月実施の本邦研修報告 

参加者：63 名（水資源省・BWDB：55 名、JICA バングラデシュ事務所・専門家

チーム 8 名） 
目的： BWDB でほとんど行われていない既存堤防の被災原因・被災メカニズム

の検証結果を共有するとともに、分析に基づいてマニュアル案の概要説

明・配布を行い、現状分析およびマニュアル案に対するインプットを期

待。今後の活動について紹介し、活動への積極的な参加を期待。 
3 2016 年 1 月 23 日 会場： パイロット工事現場、Rest Inn Hotel 会議室（Moulvibazar） 

内容： 現場視察、安全管理、品質管理（モルタル・ガニー・バッグの現場製作、

根固め工施工） 
参加者：35 名（BWDB 本部・設計局・周辺地方事務所： 27 名、JICA バングラデ

シュ事務所・専門家チーム： 8 名）、広報会社（JICA 事務所契約）：5 名 
目的： BWDB で堤防の計画・設計に携わっている本部・設計局職員、実際に堤

防工事の施工監理を実施している BWDB 地方事務所職員を対象に、現場

視察を実施し、現場の安全管理・品質管理についてパイロット工事の事

例紹介・日本での事例紹介を行うとともに、再認識・議論の場を提供す

る。 
4 2016 年 4 月 2 日 会場： パイロット工事現場、Hotel Kairan 会議室（Moulvibazar） 

内容： 現場視察、築堤に係る品質管理（材料選定、異形ブロック試作、締固め

試験施工、現場締固め試験） 
参加者：31 名（BWDB 本部・設計局・周辺地方事務所、施工業者：23 名、JICA

バングラデシュ事務所・専門家チーム： 8 名） 
目的： BWDB で堤防の計画・設計に携わっている本部・設計局職員、実際に堤

防工事の施工監理を実施している BWDB 地方事務所職員を対象に、現場

視察を実施し、現場の品質管理についてパイロット工事の事例紹介・日

本での事例紹介を行うとともに、再認識・議論の場を提供する。 
5 2017 年 3 月 12 日 会場： パイロット工事現場、Rest Inn Hotel 会議室（Moulvibazar） 

内容： 現場視察（パイロット工事に係る第 1 次竣工検査：川表側小段部まで） 
参加者：23 名（BWDB 本部・設計局・周辺地方事務所・施工業者：18 名、JICA

バングラデシュ事務所・専門家チーム：5 名） 
目的： BWDB で堤防の計画・設計に携わっている本部・設計局職員、実際に堤

防工事の施工監理を実施している BWDB 地方事務所職員を対象に、パイ

ロット工事の第 1 次の竣工検査を実施し、品質管理・工程管理について

再認識・議論の場を提供する。 
6 2017 年 4 月 27 日 会場： パイロット工事現場 

内容： 現場視察（パイロット工事に係る竣工前の現場進捗確認） 
参加者：13 名（BWDB 本部・設計局・周辺地方事務所、施工業者：8 名、JICA バ

ングラデシュ事務所・専門家チーム： 5 名） 
目的： パイロット工事の関係者による工事最終局面での合同現場進捗確認を行

い、品質管理・工程管理について再認識・議論の場を提供する。 
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No. 実施日 会場／内容／参加者／狙い・目的 
7 2017 年 5 月 20 日 会場： パイロット工事現場、Rest Inn Hotel 会議室（Moulvibazar） 

内容： 現場視察（パイロット工事に係る竣工検査）、堤防施工マニュアル最終案

の紹介、その普及に対する意見 
参加者：20 名（BWDB 本部・設計局・周辺地方事務所、施工業者：14 名、JICA

バングラデシュ事務所・専門家チーム： 6 名） 
目的： BWDB で堤防の計画・設計に携わっている本部・設計局職員、実際に堤

防工事の施工監理を実施している BWDB 地方事務所職員を対象に、第 1
次の竣工検査を実施し、品質管理・工程管理について再認識・議論の場

を提供するとともに、施工マニュアル改訂版について紹介し、その普及

について議論する。 
8 2017 年 7 月 13 日 会場： BWDB 本部講堂 

参加者：60 名（BWDB 本部・設計局・地方事務所：53 名、JICA バングラデシュ

事務所・専門家チーム： 7 名） 
内容： マニュアルの普及と効果的活用のための行動計画説明。設計・施工・維

持管理マニュアルについての説明(今後の BWDB トレーニング・コース

の基本とするため) 
参加者：BWDB 本部および地方事務所職員 
目的： BWDB 本部・地方事務所技術職員への行動計画紹介、およびマニュアル

概要説明を行い、そのフィードバックを得ることを目的とする。 

 

4.3 オン・ザ・ジョブ・トレーニング (OJT) 

 

BWDB 職員と JICA 専門家チームとは、設計、施工、維持管理の各分野について、Moulvibazar O&M

地方事務所の管轄区域の河川構造物現場、ならびに BWDB 本部の各部局で活発に議論を行って、

各マニュアル案の作成、改訂、パイロット工事の施工監理、モデル維持管理活動を行った。以下

に、設計、施工、維持管理の各分野についての OJT の実施状況を取りまとめた。 

 

1) 堤防設計に係る OJT 

BWDB の設計局と JICA 専門家チームは、活発な議論を行い協働して堤防設計マニュアル（案）

の作成、改訂、及びパイロット工事の設計を行った。なお、新規の被災堤防についての調査・協

議・提言等の活動は、2015 年 9 月末から断続的に発生しているテロ事件に伴う安全対策強化の

影響を受け十分に実施できなかった。 

 

2) 堤防施工に関する OJT 

堤防施工に関する OJT として、パイロット工事に係る調達から施工監理までの一貫したプロセ

スについて BWDB と協働して実施した。 

パイロット工事の調達過程では、入札・評価・契約支援を BWDB 本部調達部局と、施工監理を、

Moulvibazar O&M 地方事務所と協働して実施した。 

パイロット工事の施工監理活動は、「堤防施工マニュアル（案）」に則り、各段階で資料を準備し、

関係者への説明・協議を行って実施した。また、プロジェクト関係者へは、工事に係る日報を配

信し、情報共有に努めた。パイロット工事を通じて作成された資料については、堤防工事の施工

監理を示す例として、現場において実施したワークショップにおいて発表し、施工マニュアル案

に収録した。 
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3) 構造物維持管理に関する OJT 

断続的に発生しているテロ事件による安全対策強化により、現地での活動は大きな制約を受けた

ものの、構造物維持管理に関するOJTとして、代表地方事務所として選定されたMoulvibaza O&M

事務所での維持管理モデル活動、及びモデル GIS データベースの策定を実施した。維持管理モデ

ル活動では、「維持管理マニュアル（案）」を事務所職員に配布、説明するとともに、事務所管内

の構造物調査をもとに、懸案となっている河川構造物及び被災地点の現地視察を行い、状況把握、

補修の要否、優先順位について説明・協議を行った。また、現況堤防の物理探査を、地方事務所

職員と協働で行った。 

モデル GIS データベース活動では、現地コンサルタントへの委託にて実施された構造物調査結果

を基に、事務所所属の事務職員とともに、モデル GIS データベースを構築し、事務職員を GIS オ

ペレターとして養成するとともに、維持管理を担当する技術職員と協働してモデルデータベース

の更新を図り、地方事務所でデータベースを更新運用できるようにした。また、地方事務所の技

術職員を対象として、モデル GIS データベースの機能と作成進捗説明、施設維持管理者として視

点からのモデルデータベースに関する意見集約を目的として、小規模セミナーを開催した。 

 

4.4 本邦研修 

 

本邦研修は、当初 2013 年、2014 年、2015 年の毎年一回開催される予定であった。しかし、研修

参加者決定には、BWDB 内でかなりの時間が必要となること、継続的な交通封鎖・ゼネストに

より、2013 年と 2014 年の本邦研修は 2014 年にまとめて開催することとなった。そのため本邦

研修は以下の 2 回の開催となった。 

表 4.3 本邦研修 

No. 研修 研修期間（来日～離日） 参加人数 備考 

1 2014 年本邦研修 2014 年 10 月 19 日～11 月 1 日 12 名 計画では 15 名 

2 2015 年本邦研修 2015 年 10 月 4 日～10 月 17 日 12 名 計画では 12 名 

 

本邦研修の目標、目的、研修プログラム作成過程、実施プログラムを以下に示すとともに、巻末

の添付資料-8 に、各研修の実施プログラム及び参加者名簿を収録した。 

 

(1) 本邦研修の目標 

参加研修員が「バ」国帰国後に専門家の助言を受けつつ、主体的に内容を検討し事業実施できる

ようなノウハウや知識を、研修を通じて身に付ける。 

 

(2) 本邦研修の目的 

a. 河川管理・防災についての知識の習得による自国河川管理・防災活動の改善 

河川管理および減災について、組織や制度が異なる日本の取り組みを講義・見学・意見交換
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等を通じて学び、日本での取り組みと「バ」国における現状を比較・考察し、「バ」国にお

ける河川管理・防災活動の改善に資する。 

b. 日本での河川管理・防災に係る人々との情報共有 

日本の国、県、独立行政法人における河川管理・減災活動に係る人々との知識及び意見の交

換により、互いの活動に関する理解を深めることを通じて担当業務を精査、レビューして、

今後の業務の改善活動に資する。 

c. 参加者間での情報共有と人的ネットワークの強化 

「バ」国で様々の立場で活動している参加者間の意見交換を通して、参加者同士の情報共有

が促進されると共に、今後の活動に係る人的ネットワークが強化される。 

d.  業務改善のためのアクションプラン（以後 AP）の策定 

上記 a～c の取組みを実際の業務改善に繋げるために、帰国後具体的にどのような取組みが

必要かを取りまとめた AP(短期、中期、長期)を作成し、研修最後に発表し共有する。 

 

図 4.1 本邦研修概念図（注：訪問先は、2015 年度研修） 

 

(2) 研修プログラム作成過程 

研修プログラムは、以下の手順で作成した。 

 研修プログラム素案作成：JICA 専門家チームと BWDB 担当の JICA 長期専門家により、

BWDB の職掌（「バ」国の水開発・水関連施設の維持管理）、「バ」国の地形的特徴を考慮し、

低平地の河川・海岸堤防、および水管理施設の視察を含むプログラム素案作成。 

 受入先との事前協議：国土交通省、該当自治体、及び水資源機構と研修内容・視察先詳細に

ついて事前協議を行い、内諾を得る。 

 研修プログラム確定・研修準備：受入先より内諾を得たプログラムにより、JICA より受入

先へ正式要請。 
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(3) 研修プログラム 

2014 年、2015 年の研修プログラムを以下に示す。 

 

表 4.4 2014 年本邦研修プログラム 
日付 受入先等 狙い・目的 

10/19 

(日) 

終日 

 

東京着 

 

 

10/20 

(月) 

AM ・プログラム・オリエンテーション 

・研修オリエンテーション 

本研修の目的・位置づけの説明 

研修員受入に係る諸手続 

PM ・内閣府防災担当： 

 

日本の災害対応体制に関する講義。国、県、地方の役割や、防

災関連機関との役割分担、関連機関との防災情報共有システム

の整備状況等について学ぶ。 

10/21 

(火) 

終日 ・国土交通省 水管理・国土保全

局 

 

① 日本の河川管理行政（日本の河川の特徴、河川管理者につ

いて、日本の河川管理・治水対策の特徴、費用対効果、総

合治水等）について学ぶ。 

② 日本の治水施設の維持管理（法令、維持管理の必要性、最

近の災害事例、日常管理と出水時管理、今後の取組み等）

について学ぶ。 

10/22 

(水) 

AM ・水資源機構 本社 水資源機構の事業概要（歴史、技術開発、工事の品質管理、事

業実施上の安全管理、維持管理、環境配慮、技術管理等）につ

いて学ぶ。 

PM ・水資源機構利根導水総合事業

所 

 

利根導水事業の目的、機能、その維持管理についての説明を受

けるとともに施設視察を行い、どのように施設が維持管理されてい

るかを学ぶ。 

10/23 

(木) 

終日 ・国土交通省 関東地方整備局 

利根川上流河川事務所 

 

①  直轄区間の河川管理の例として、利根川流域における治水

の歴史、対策概要、築堤事業の施工法・施工監理、総合治

水、防災情報、治水事業の効果、過去の大水害等について

学ぶ。 

②  渡良瀬遊水池及び周辺の河川施設を視察し、総合治水、

盛土施工監理、越流堤の機能、排水ゲートの役割、各施設

の維持管理について学び、今後の「バ」国における計画・設

計・施工・維持管理についての参考とする。 

10/24 

(金) 

終日 ・埼玉県 県土整備部 河川砂防

課 

 

①  県管理区間の河川管理の例として、埼玉県における治水の

歴史、河川砂防行政、対策概要、ハード・ソフト対策、市街化

と治水、総合治水、水辺再生事業等の計画・事業実施、維

持管理について学ぶ。 

②  県管理の総合治水対策施設として調整池、排水機場を見

学し、今後の「バ」国における計画・設計・施工・維持管理に

ついての参考とする。 

10/25 AM 移動（新幹線：東京－名古屋） - 
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日付 受入先等 狙い・目的 

(土) PM ・名古屋市港防災センター： 

 

(財)名古屋市防災管理公社が運営する名古屋市港防災センター

は、いざという時、市民一人ひとりが災害の実態を正しく知りそれ

に対処する方法を学ぶ施設であるとともに、災害時には応急対策

活動の拠点施設としての役割を持っている。日本国内にはこの様

な、災害を疑似体験し、市民の防災意識を高める施設が数多くあ

るが、「バ」国にはまだこの様な施設は無い。 

防災に対しての実務者である研修参加者に、災害を疑似体験し、

防災意識を更に高めることを目的として視察を行う。 

10/26 

(日) 

終日 自習 研修前半の取り纏め、資料整理、アクションプラン作成準備 

 

10/27 

(月) 

AM 

 

自習 

 

 

PM ・国土交通省 中部地方整備局 

木曽川下流河川事務所 

 

① 直轄区間の河川管理の例として、木曽三川流域における治

水の歴史、対策概要、築堤事業の施工法・施工監理、水衝

部対策工、維持管理について学ぶ。特に、低平地の濃尾平

野の河川管理は、「バ」国と地形的な類似点がある。 

②  木曽三川の堤防（補修、耐震工事現場）、輪中排水機場、

ケレップ水制等の河川管理・防災施設の視察を通じて、今後

の「バ」国における計画・設計・施工・維持管理についての参

考とする。 

10/28 

(火) 

AM 

 

 

 

・水資源機構 長良川河口堰管理

所 

 

河口堰の目的、機能、地域における重要性、その維持管理につ

いての説明を受けるとともに施設視察を行い、どのように施設が設

計・建設・維持管理されているか、環境・社会影響緩和のために、

どのような配慮がなされているかを学ぶ。 

PM ・愛知県 建設部 河川課 環境・

海岸グループ 

 

伊勢湾台風による被災を契機として始められた愛知県の高潮対

策の歴史、概要、海岸堤防の設計・施工法・施工監理、維持管理

について学ぶ。「バ」国においては、サイクロンによる沿岸部の被

災が常態化しており、参考となる。 

10/29 

(水) 

AM ・愛知県河川部 環境・海岸グル

ープ 

海岸堤防を視察し、今後の「バ」国における計画・設計・施工・維

持管理についての参考とする。 

PM 移動（新幹線：名古屋－東京）  

10/30 

(木) 

AM ・ホテル会議室（研修取りまとめ） 各研修員より、両国の河川管理・防災面における比較、研修で参

考となったこと、今後の業務適用が見込まれる事項を発表し、研

修員間での情報共有を図る。 

PM ・ホテル会議室（アクションプラン準

備） 

今回の本邦研修を踏まえ、帰国後の河川管理・防災業務への活

用、知識・知見を広めるための取組み、関係機関との連携強化の

ための方策など、今後の取組みをアクションプラン(短期、中期、

長期)として作成、発表し共有する。 

10/31 

(金) 

AM ・ホテル会議室（アクションプラン準

備） 

PM ・ホテル会議室（アクションプラン発

表会、評価会、終了式） 

11/01 

(土) 

 成田空港発  
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2015 年本邦研修は、2014 年本邦研修で明らかになった要改善事項を踏まえて計画、実施したこ

とから研修員から高く評価された。2015 年本邦研修の計画・実施において考慮した事項、及び

その対応を表 4.5 に示すとともに、2015 年研修プログラムを表 4.6 に示す。 

 

表 4.5 2015 年本邦研修で考慮した事項とその対応 

No. 2014 年研修にて指摘された事項 2015 年本邦研修での対応 

1 研修日程が過密になり、研修員に過重な

負担とならないよう配慮する。 
移動日には外部での講義プログラムは設定せず、受入機関側と

も調整して長時間の講義、施設見学とならないよう配慮した。 
2 10 月後半の朝夕は気温が下がり、体調

管理に支障があった。 
実施時期を 10 月前半に設定した結果、最終日以外は晴天に恵

まれ、体調を崩す研修員はいなかった。 
3 航空便の予約が取れず、日本国内で乗り

継ぎする来日便となった。 
2015 年 2 月より準備を進め、研修参加者が前回に比べて早め

に確定されたため、日本到着後に国内乗継が生じるような旅程

とならなかった。 
4 食事などに支障があるホテル滞在が大

部分であったため、研修中の宿舎は

JICA センターを要望された。 

2015 年 2 月より準備を進めた結果、研修中の宿舎は全て JICA
センターとなった。 

5 日本の文化・歴史等の紹介などの項目が

なかった。 
初日のプログラム・オリエンテーションにおいて、日本の基本

情報資料を配布した。また研修プログラムに江戸東京博物館の

見学を組み込んで、日本の文化、歴史に触れる機会を設けた。 
6 BWDB の主な役割と異なる研修項目が

あった。 
BWDB の役割を精査し、受入機関の選定と研修内容を調整し

た。 
 

表 4.6 本邦研修 2015 プログラム 
日付 受入先等 狙い・目的 

10/4 

(日) 

終日 

 

成田着 

 

 

10/5 

(月) 

AM ・研修オリエンテーション 研修員受入に係るガイダンスおよび諸手続の説明。 

PM ・プログラム・オリエンテーション 

 

 

 

研修の目的、研修要項、日程、講義資料、日本の基本情報資

料等の配布と説明。 

研修員、研修監理員および同行者の紹介。 

アクションプラン作成要領と発表日程について説明。質疑応

答。 

10/6 

(火) 

終日 ・国土交通省 水管理・国土保全

局 

 

① 日本の河川管理行政（日本の河川の特徴、河川管理者に

ついて、日本の河川管理・治水対策の特徴、費用対効果、

総合治水等）について学ぶ。 

② 日本の治水施設の維持管理（法令、維持管理の必要性、

最近の災害事例、日常管理と出水時管理、今後の取組み

等）について学ぶ。 

10/7 

(水) 

AM ・水資源機構 本社 水資源機構の事業概要（歴史、技術開発、工事の品質管理、

事業実施上の安全管理、維持管理、環境配慮、技術管理等）

について学ぶ。 

水資源機構から BWDB に派遣されていた長期専門家との意見

交換、交流。 
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日付 受入先等 狙い・目的 

PM ・水資源機構利根導水総合事業

所秋ヶ瀬管理所 

利根導水事業の歴史、目的および秋ヶ瀬取水堰の機能・規模

および維持管理について受講すると共に同取水堰施設の見学

を通じて、どのように施設が維持管理されているかについて学

ぶ。 

10/8 

(木) 

終日 ・国土交通省 関東地方整備局 

利根川上流河川事務所 

 

① 直轄区間の河川管理の例として、利根川流域における治

水の歴史、対策概要、築堤事業の施工法・施工監理、総

合治水、防災情報、治水事業の効果、過去の大水害等に

ついて学ぶ。 

② 大利根河川防災ステーションの役割について学び施設の

見学をする。 

③ 堤防強化工事の施工現場の見学と説明により堤防設計、

施工、維持管理について学び、今後の「バ」国における計

画・設計・施工・維持管理についての参考とする。 

10/9 

(金) 

終日 ・国土交通省 関東地方整備局 

霞ヶ浦河川事務所 

① 水害を受けやすい地形特性を有する地域における治水事

業の背景、歴史を学び、地形が類似したバングラデシュ国

における河川管理および防災対策についての参考とす

る。あわせて諸施設の適切な維持管理についても学び自

国における担当業務への反映の一助とする。 

② 常陸川水門等の施設の見学を通じて施設の維持管理の

現状について、その背景、考え方、計画および現状の問題

点とそれらの解決方針について学び自国での維持管理の

参考とする。 

10/10 

(土) 

AM ・本所防災館 東京消防庁 本所防災館は、住民一人ひとりが災害の実態を正

しく知りそれに対処する方法を学ぶ施設である。日本国内には

この様な災害を疑似体験し、市民の防災意識を高める施設が

数多くあるが、「バ」国には未だこの様な施設は無い。 

防災に対しての実務者である研修参加者に、災害を疑似体験

させ相互に議論をさせ、防災意識を更に高めることを目的として

視察を行う。 

PM ・江戸東京博物館 前回研修において日本の歴史、文化について基礎的な知識を

入手する機会の提供を強く求める要望があった。このため、展

示資料が充実しており、博物館所属のボランティア英語ガイドの

配置可能な同博物館を訪れ、研修員の関心が高い、江戸時代

以降の歴史および文化について学び、日本に対する理解を深

めてもらう。 

10/11 

(日) 

終日 自習 研修前半の取り纏め、資料整理、アクションプラン作成準備 

10/12 

(月) 

AM 移動［新幹線：東京から名古屋へ］  

PM ・自習 アクションプラン作成作業 

10/13 

(火) 

AM ・国土交通省 中部地方整備局 

木曽川下流河川事務所 

① 直轄区間の河川管理の例として、木曽三川流域における治

水の歴史、対策概要、築堤事業の施工法・施工監理、水衝

部対策工、維持管理について学ぶ。特に、低平地の濃尾平

野の河川管理は、「バ」国と地形的な類似点がある。 

② 堤防（補修、耐震工事現場）、輪中地域の排水機場、ケレッ

プ水制等の河川管理・防災施設の視察を通じて、今後の

「バ」国における計画・設計・施工・維持管理についての参

考とする。 
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日付 受入先等 狙い・目的 

PM ・水資源機構 長良川河口堰管理

所 

 

河口堰の多目的性（河川管理、水資源開発、環境保全）、操

作、維持管理等についての説明を受けるとともに施設見学を行

い、どのように施設が設計・建設・維持管理されているか、環境・

社会影響緩和のために、どのような配慮がなされているかを学

ぶ。 

10/14 

（水） 

終日 

 

・愛知県河川部 環境・海岸グル

ープ 

 

伊勢湾台風による被災を契機として始められた愛知県の高潮対

策の歴史、概要、海岸堤防の設計・施工法・施工監理、維持管

理について学ぶ。「バ」国においては、サイクロンによる沿岸部

の被災が常態化しており、参考となる。名古屋港を高潮被害か

ら護る防波堤を見学し、今後の「バ」国における計画・設計・施

工・維持管理についての参考とする。 

10/15 

(木) 

AM 移動（新幹線：名古屋－東京）  

PM ・TIC セミナールーム 

（アクションプラン準備） 

フリートーキング形式により、各研修員から研修に関する感想を

発表してもらい、研修員の間での情報交換、共有を図り、アクシ

ョンプラン作成の参考とする。 

10/16 

(金) 

AM ・ホテル会議室（アクションプラン準

備） 

今回の本邦研修を踏まえ、帰国後の河川管理・防災業務への

活用、知識・知見を広めるための取組み、関係機関との連携強

化のための方策など、今後の取組みをアクションプラン(短期、

中期、長期)として作成する。 

PM ・JICA 本部（アクションプラン発表

会、評価会、終了式） 

① 研修員３グループによるアクションプランの発表とそれに対

する講評により、研修で得た知見の確認およびそれらを有

効活用するためのアプローチについて共有を図る。 

② 研修の評価（アンケート結果）を共有して、今後の技プロ活

動の参考とすると共に研修の継続的な改善に資する。 

③ 研修修了証の授与により、研修員の業務改善意識を支援す

る。 

10/17 

(土) 

 離日 成田空港発  

 

2015年本邦研修の全研修員が同年11月16日に開催されたワークショップに参加するとともに、

うち 2 名が本邦研修で得た知見として日本の堤防建設の事例と「バ」国への適応について発表し

た。 
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5. 業務実施運営上の課題・工夫・教訓（技術移転の工夫、調査体制等） 

5.1 プロジェクト全体での課題・工夫・教訓 

プロジェクト全体（持続的な堤防設計の導入、堤防施工過程の改善、構造物維持管理システムの

構築）での課題・工夫・教訓は、以下の様に整理できる。 

 

(1) 水資源インフラのライフサイクルにかかわるプロジェクト活動 

課題： BWDB は、受益面積 1,000 ha 以上の治水・灌漑設備の開発･管理を受け持つ機関であり、

水関連インフラの調査・計画、設計、施工･施工監理、維持管理の全てに携わる機関である。し

かし、各段階での課題の他に、設計で規定された仕様が施工時の品質管理において反映されてい

ない、設計・施工時に想定されている維持管理が実施出来ていない等、BWDB 部門間の連携に

かかわる問題がある。 

工夫： 本プロジェクトは、1 部門に偏ることなく、水関連インフラのライフサイクル全てにか

かわる調査、計画、設計、施工・施工監理、維持管理の活動を対象として、部門間の情報共有・

連携を図りつつ、活動を実施した。特に、パイロットプロジェクトでは、BWDB の設計部局、

本部調達部門、地方事務所、JICA 専門家チームの協働体制とした。工事中は、定期的に BWDB

本部及び周辺地方事務所職員を対象としてパイロットプロジェクト現場にて施工ワークショッ

プを実施し、部門間の情報共有・連携を図った。 

結果・教訓： プロジェクト活動では、BWDB の部門間の情報共有・連携を図ることが出来た。

プロジェクト活動の経験を通じて、部門間の情報共有・連携の重要性が C/P に認識されてきてい

る状況であり、今後、BWDB 内の部門間の情報共有・連携の改善が期待できる。 

 

(2) 「バ」国の実情に即したマニュアルの作成 

課題： 「バ」国では、マニュアル作成の基本情報となる堤防の被災要因、構造物の維持管理状

況などが十分把握できていない状況である。 

工夫： 本プロジェクトでは、「バ」国の堤防を、河川の特性、土質の特性、地域の特性を踏ま

えて 4 類型に分類し、各類型を代表する被災堤防について測量、土質調査、被災原因の検証計算

を実施し、各類型の堤防状況・被災原因を丁寧に検討した上で、検討結果をマニュアル作成に反

映している。加えて、既存河川堤防の脆弱な部分を効率よく特定する一手法として、物理探査を

紹介している。 

堤防設計・堤防施工の各マニュアルは、「バ」国の自然条件、施工レベル、施工・維持管理も含

めたトータルコストの制約を考慮しつつ、現地調達可能な資機材を前提とし、堤防品質の向上を

目指すマニュアルとしている。また、マニュアル案の実証事業として、堤防修築事業の設計・施

工を実施し、得られた知見に基づきマニュアルを改訂している。 

河川構造物維持管理マニュアルは、現地視察による構造物の現状を踏まえ、構造物調査、個々の

機能に応じた維持管理のための情報管理方法、巡視、補修法、被災の場合の応急処置等を示し、

水関連インフラの正常な機能を維持することを目指したマニュアルとしている。 
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結果・教訓： 本プロジェクトにて作成した堤防設計、堤防施工、河川構造物維持管理の各マニ

ュアルは、「バ」国の堤防被災要因の検討結果、堤防施工、および構造ブス維持管理の現状を踏

まえ、「バ」国の実情に即したものになった。 

 

(3) マニュアルの普及と効果的活用のための行動計画 

課題： 本プロジェクトの目標および上位目標を達成・持続するためには、本プロジェクトの実

施機関である BWDB が作成されたマニュアルを普及させ、効果的に活用するとともに、時宜を

得たマニュアルの改訂を行うことが不可欠である。しかしながら、現在、BWDB においては、

繰り返し発生する洪水被害を軽減するための予算と人員が十分確保できているとは言えない状

況である。 

工夫： BWDB の人員・資金に無理の無い範囲で、BWDB の実務へのマニュアルの適用試行を、

段階的に広げていく「マニュアルの普及と効果的活用のための行動計画」をカウンターパートと

協働して作成した。同行動計画は、各マニュアル及び行動計画がプロジェクト終了後に継続的に

活用・更新されるための仕組みを含むものとした。 

結果・教訓： BWDB の人員・資金不足の中でも、無理の無い範囲で段階的に実施できる行動

計画が策定できた。実施の仕組みも提案されていることから、行動計画の確実な実施が期待でき

る。 

 

(4) 水関連インフラのトータルコスト／ライフサイクルコストの縮減 

課題： BWDB は、繰り返し発生する洪水被害を軽減するための予算と人員が十分に確保でき

ているとは言えない状況である。そのため、「低品質の堤防を建設」→「維持管理がなされない」

→「堤防の被災」→「復旧に限られた予算を使用」→「プロジェクトの目標便益未達成」→「財

政当局が水関連インフラ資金投入を控える」という負のスパイラルに陥っている。 

これを、「十分な品質の堤防を建設」→「機能を維持するための適切な管理」→「被害の軽減と

復旧費用の削減」→「プロジェクトの目標とする便益の達成」→「財政当局より適切な資金を投

入」とし、「水関連インフラのトータルコスト／ライフサイクルコストの縮減を図る」という正

の循環に改める必要がある。 

工夫： 本プロジェクトでは、現状分析、マニュアル作成、堤防改築のパイロットプロジェクト、

維持管理モデル活動、本邦研修、ワークショップ／セミナー全ての活動において、BWDB 内に

ライフサイクルコスト縮減の考え方を広めることに努めた。 

結果・教訓： 活動中の繰り返しの広報により、水関連インフラのトータルコスト／ライフサイ

クルコストの縮減の考え方は、BWDB 内に浸透してきている。今後、トータルコスト／ライフ

サイクルコストの縮減の考え方は、プロジェクト活動で得られた検討結果、各マニュアル、水関

連インフラにかかる基礎データの収集・整理等とともに、今後の関連予算獲得の一助ともなるも

のと期待される。 
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5.2 分野別の活動実施運営上の課題・工夫・教訓 

 

分野別（堤防設計、堤防施工、GIS データベースの構築を含む構造物維持管理）の活動実施運営

上の課題・工夫・教訓は、以下に示す通りである。 

 

5.2.1 堤防設計 

 

(1) 「バ」国の堤防被災要因の分析 

課題： 「バ」国では、設計マニュアル作成の基本情報となる堤防の被災要因が十分把握できて

いない状況である。 

工夫： 河川堤防の設計基準を作成するに当たっては、まず、過去のバ国の河川堤防の被災要因

を分析することが重要である。日本では、国土技術総合研究所（過去には土木研究所）が、全国

で堤防の被災が起こる度に被災地の現地調査・被災の要因分析を実施しており、その基礎資料を

基に、必要に応じた基準の見直しが行われる。一方、「バ」国では過去の堤防の被災データ収集、

被災要因の詳細な分析は実施されていない状況である。このため、本プロジェクトでは、近年の

堤防被災箇所（14 箇所）を現地調査することで被災要因の概略検討を行った。 

現地調査の結果、堤防被災の要因のほとんどが高水敷の侵食によるものと想定されたため、現況

堤防そのものが洪水時円弧スベリや透水に対して安全なのかを判定することが難しかった。この

ため、高水敷の侵食が堤防の崩壊にどのように結びついているのか、洪水時の円弧すべり及び浸

透に対する安定性評価を「非定常有限要素解析」により行った。 

解析には堤防及び地盤の土質ボーリング及び土質分析が必要であるので、解析対象を絞る目的と

「バ」国全体の堤防の状況を把握するため、「バ」国の河川堤防をその地域特性や河川特性によ

り以下の 4 つの類型に分類して検討を行った。 

A-類型；大河川沿いの堤防 

B-類型；高潮地域の堤防 

C-類型；ハオール地域の堤防 

D-類型；東部・北東部 Flash Flood 地域の堤防 

検討の結果、堤防被災は、越水破堤、人口開削を除けば、高水敷侵食による堤防崩壊が大部分で

あることが判明した。 

高水敷の侵食がどのように堤防崩壊に繋がるのか、実際に円弧スベリの発生している箇所で高水

敷幅を少しずつ減らして、堤防の円弧すべりに対する安全率が 1.0 に近くなる状況を「非定常有

限要素解析」によりシミュレーションした。 

この結果、円弧すべり安全率が 1.0 に近くなる（円弧スベリの発生）状況が、実際の河岸侵食の

進行に伴う堤防の円弧スベリの発生と形状的に非常に近い状況であることが分かった。 

結果・教訓： 「バ」国の堤防被災要因の分析を行った上でマニュアルを作成したことにより、

「バ」国の実情に合ったマニュアルが作成できた。 
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(2) 「バ」国の技術状況 

課題： バ国は 3 大河川の最下流部に位置し国土全体が低平地に位置しており斜面や盛土がほと

んどないため、スベリ計算などの土質データ分析の必要となる事業は限られている状況である。

この結果、精度のよい土質分析ができる機関が非常に限られている。 

また、土質サンプル（不撹乱資料）の採取には、日本で一般的に使われる Rotary Boring は使わ

れておらず、Wash Boring という打撃で掘削する方式のボーリング機械が使われているため、「不

撹乱資料」を確実に採取するのが難しい状況である。 

工夫： バ国の設計技術者は、基準を設定するために高度な計算をしたがるが、精度の良い基礎

データが得られなければ高度な計算を基礎とする設計基準を作ることは実用的でない。このため、

精密な土質データを用いて行う非定常解析などは設計マニュアルでは採用せず、「バ」国の技術

状況に応じた設計マニュアルを作成した。具体的には、日本では浸透に対する堤防の安全性の照

査は非定常浸透流解析による裏法尻の「局所導水勾配」で判断しているが、本マニュアルでは、

浸透流解析は「Casagrande による図解法」を用いることとした。この方法は浸透流の定常流状態

での検証ではあるが、設定条件の工夫をすることで必要な結果が得られると考え採用した。 

結果・教訓： 「バ」国の技術状況に合わせて、マニュアルを作成したことから、マニュアルは

業務に無理なく適用可能となった。今後、マニュアル適応を試行し、より安全で高品質な堤防を

設計するための活動展開が望まれる。 

 

(3) 地方の技術者への河川堤防の理解 

課題： 河川堤防設計マニュアルの作成には、BWDB の設計部局（Design Circle）の各担当とそ

れぞれの項目について何回も議論を重ねて作成した。BWDB では、事業の設計業務は Design 

Circle が行っているが、堤防を施工し維持管理するのは地方事務所の技術者であり、堤防が被災

した場合の措置や提案も地方事務所よりなされることになっている。しかし、地方事務所の技術

者は、堤防の被災するメカニズムや堤防を安全に保つための設計についての基本的な考え方等を

十分理解しないで、堤防の施工や点検等の管理を行っている状況である。 

工夫： 地方事務所の技術者が河川堤防の被災のメカニズムやどのような考え方で堤防が設計さ

れているかを理解出来るとともに、河川堤防設計マニュアルの普及にも役立てるため、「河川堤

防を正しく理解するためのテキスト」を作成した。 

結果・教訓： 河川堤防の被災を防ぐためには、設計者のみではなく、施工・維持管理を行う技

術者も、堤防の被災メカニズムや堤防の設計についての基本的な考え方を十分に理解することが

必要である。作成したテキストは、プロジェクト終了後のマニュアル普及の一助となることが期

待される。 

 

5.2.2 堤防施工 

 

(1) 構造物施工の現状分析 

課題： 堤防施工マニュアルの作成に先立ち、BWDB の堤防を含む構造物施工のレビューを行

った。その結果、①大型プロジェクトを除く地方事務所での堤防施工においては、人力工事が主
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体であり、業者の施工能力は低く、地方事務所職員の施工への関わりが重要であること、②堤防

工事の参考となる資料としては土木工事標準仕様書及び標準工事積算単価書はあるものの、堤防

施工に関する系統的な参考図書が無い状況であり、地方事務所職員及び職員の能力により工事品

質が左右されること等が判明した。 

工夫： 施工マニュアルは、上記の土木工事標準仕様書及び標準工事積算単価書を補完するもの

として位置付け、両書に記載されていない工事計画に必要な事前調査を含む施工計画の作成方法、

品質管理手順の詳細や第三者災害を含む工事安全対策等を主要記載事項として作成することと

した。また、施工マニュアルは、BWDB、その他の政府機関、及び施工業者など、「バ」国の河

川堤防工事に携わる技術者を利用対象として作成するものとし、利用対象が理解できるものとす

るため、マニュアルの内容及び用語等を、BWDB 職員と協働して、作成作業を行った。 

結果・教訓： 現状分析により、位置づけのしっかりした、現場技術者が理解しやすいマニュア

ルが作成出来た。 

 

(2) パイロットプロジェクトの実施 

課題： 現状分析に基づいて、現場技術者が理解しやすい堤防施工マニュアルは作成されたもの

の、施工マニュアルに規定した基準を「バ」国で適用した例がない。 

工夫： 堤防施工マニュアルの評価のため、パイロットプロジェクトとして地方事務所管轄の河

川堤防の修築工事を実施した。工事中は日常的に地方事務所職員及び施工業者に技術移転を行う

とともに、現地にて施工ワークショップを実施した。施工マニュアルは、工事での知見及び施工

ワークショップでの意見を踏まえ、パイロットプロジェクト実施中に作成された文書及び現場写

真を利用して、改訂された。 

結果・教訓： パイロットプロジェクトの実施により、マニュアルは「バ」国での実際の工事に

十分に適用可能であることが実証された。また、パイロットプロジェクト実施により、マニュア

ルの普及を図るとともに、パイロットプロジェクトでの知見を基に、マニュアルを改訂すること

が出来た。今後、施工マニュアル、及びパイロットプロジェクトの事例を参考にして、人員不足・

資金不足の中でも、無理の無い範囲で段階的に、より高品質な堤防を施工する活動展開が望まれ

る。 

 

(3) パイロット工事の瑕疵担保期間 

課題： パイロットプロジェクトで実施した堤防修復工事は、乾季終盤での水位上昇及び異常降

雨により施工が困難となり、工期の 2 度に渡る延長を余儀なくされ、2017 年 5 月に完工した。

プロジェクト期間は、2017 年 10 月までとなっているため、瑕疵担保期間の管理に課題がある。 

工夫： 工事は、BWDB の地方事務所の管轄する堤防で実施しており、施工業者は、地方事務

所の管轄区域内の業者であることから、BWDB の地方事務所長に、瑕疵担保期間中の工事のプ

ロジェクト・マネージャー権限を委譲することとした。権限委譲に際しては、JICA 専門家チー

ム、地方事務所長、および施工業者合同で施工後の工事現場視察を実施し、工事の瑕疵を指摘し、

施工業者に対応を指示している。 

結果・教訓： 工事の施工監理に際して、地方事務所長は工事の施工管理チームの BWDB の現
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地事務所代表として参加していたことから、権限委譲は円滑に実施できた。これにより、情報共

有の重要性が再確認された。 

 

5.2.3 構造物維持管理 

 

(1) 構造物維持管理活動（マニュアル作成、維持管理モデル活動） 

 

1) 構造物維持管理の現状分析 

課題： マニュアル作成に先立ち、BWDB で構造物維持管理活動のレビューを実施し、BWDB

の維持管理の課題として、担当地方事務所の人員・予算不足、構造物台帳の不在、維持管理計

画の不在、職員の構造物の機能についての理解不足、結果として洪水時に損傷を引き起こす恐

れのある河川構造物の不具合の放置が深刻であることが判明した。 

工夫： 維持管理マニュアルは、BWDB の維持管理の枠組、手続きを踏まえた上で、技術面、

すなわち、各構造物の機能、必要な操作、維持管理方法など、技術的な事項を中心として記述

することとした。 

結果・教訓： 現状分析を基にして、構造物の維持管理実態に即したマニュアルの作成ができ

た。 

2) C/P の能力に応じたマニュアルの最終版化 

課題： 構造物台帳作成、構造物巡視活動等のモデル活動を通じて、BWDB Moulvibazar O&M

地方事務所の職員には河川管理施設の被災原因や被災形態、各施設に求められる機能について

の理解が不足していることがわかった。どのように被災するのかを理解していないと適切な点

検、早期の補修ができず、また、施設の機能を正しく理解していないと補修の優先順位を検討

することができない。 

工夫： 維持管理マニュアルを最終版化するにあたっては、各施設の機能、被災メカニズム等

に関する説明を追記し、それらの理解に基づいて維持管理を実施する内容とした。また、ワー

クショップにおいてはアニメーション機能を用いて被災メカニズムを視覚的に理解できるよ

う工夫した。 

結果・教訓： 維持管理のモデル活動を通じて、C/P の能力に応じたマニュアルの改訂を実施

し、実務に適用する準備は整った。今後は、マニュアルを普及し、無理の無い範囲で段階的に

BWDB の実務に適用されることが期待される。 

 

(2) モデル事務所の維持管理 GIS データベース 

 

1) 維持管理データベースの開発について 

課題： 地方事務所職員が日常業務としての河川構造物維持管理を効率的に実施するためのデ

ータベース開発をどのように開発するか。 

工夫 1： 地方事務所職員との協働開発 

本データベースは、QGIS アプリケーションにより構築されたデータベースである。QGIS ア
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プリケーションはオープンソースフリーソフトウェアであり、コンピューター言語等の専門的

な知識を有していなくても利用することができる。しかし、今回、パイロット活動として実施

した Moulvibazar 地方事務所職員にとって QGIS アプリケーションを使用するのは初めての試

みであったので、まず、QGIS の基本操作を習得することを目的として、データ入力の段階か

ら協働で作業を実施した。実施担当者は、Moulvibazar 地方事務所職員の中で実務河川管理技

術者かつ、エクセル・ワード等を使いこなせる比較的 PC 操作に精通している職員を少人数選

定し、本来業務と並行して作業するような形態で作業を実施した。これは、日常業務の中で地

方事務所職員が本データベースを活用するということを意識づかせる目的も含まれている。 

工夫 2： 意見収集による GIS マップの改良作業 

本データベースは、河川構造物情報を主に地図上で管理するシステムとなっている。地方事務

所職員は地図を用いて河川構造物位置を特定する習慣がほとんどなく、河川構造物情報以外の

地図アイテム要素が位置を特定するための重要な情報となる。そこで事務所職員との議論・意

見集約により、①Moulvibazar 県内の主要地点に相当する Growth Center、Rural Market を取り

込むこと、②主要河川堤防に距離標を設定することとした。これにより職員自らが構造物位置

を容易に特定できるようになった。 

本データベースの最も重要な情報である河川構造物基礎情報（河川台帳作成含む）は本プロジ

ェクト活動内の現地調査により収集された。Moulvibazar 地方事務所には既存の河川構造物台

帳、堤防線形設計図等は存在せず、これらの情報は、各地域に担当配属されている Sectional 

Officer のみが把握している状況である。このような状況から本プロジェクトチームで収集した

情報については、各 Sectional Officer によって確認作業が行われ、必要に応じて現場に出向い

て Sectional Officer と協働確認作業を実施した。今後、地方事務所職員が持続的に本データベ

ースを活用するという観点からも、地方事務所職員が把握している情報と一致したデータベー

ス構築が必要不可欠であると考える。 

結果・教訓： 業務に有用な GIS Database の開発には、現場事務所職員との共同開発・改良が

重要であることが再確認できた。 

 

2) 維持管理データベースの活用 

課題： 本プロジェクトでは、パイロット活動として Moulvibazar 地方事務所管轄のデータベ

ースを開発した。しかし、プロジェクト終了後は、本活動を他の地方事務所でも展開していき、

BWDB が管轄する河川施設を維持管理していく標準的な活動となることが望まれる。 

工夫： データベースの活用のためには、データベースの情報共有やデータフォーマットの統

一化、データベースの不具合に対する技術的サポートの観点から、BWDB 本部と地方事務所

が連携して管理していくことが不可欠である。本プロジェクト活動では、BWDB 本部に対し

てもセミナー形式で本データベースに関する技術移転を実施した。しかしながら、BWDB 本

部に維持管理 GIS データベースの作成・管理を行う部署が存在しないため、BWDB 計画部局

と担当部署の設置と人材配置の必要性について議論を行った。 

結果・教訓： BWDB 計画局に GIS データベース担当職員が配置される見込みとなった。GIS

データベースの様な新技術の普及には、広報が不可欠であることが再認識された。 
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6. 今後の計画の具体化に向けての提案 

本報告書 2.4 節で記述したように、本プロジェクトの成果として、BWDB と協働して「マニュア

ルの普及と効果的活用のための行動計画」が策定された。 

行動計画は、BWDB の人員・資金に無理の無い範囲で、BWDB の実務へのマニュアル適用試行

を、段階的に広げていく計画であり、各マニュアル及び行動計画自身がプロジェクト終了後に継

続的に活用・更新されるための仕組みを含むものとなっている。 

しかしながら、BWDB 内には、人員・資金不足を理由として、人員・資金内での補修・改修事

業の未実施・遅延の例も見られることから、行動計画の実施状況を BWDB 自らが定期的にモニ

タリングしていくことが望まれる。 

「バ」国の治安回復による活動制限状況を踏まえつつではあるが、行動計画の実施及び BWDB

の能力向上の観点から、JICA の支援・関与が特に望まれるのは、以下の点である 

 

① 行動計画実施状況の定期的なモニタリング 

② 行動計画の内、構造物維持管理分野の地方事務所管理構造物調査支援 

③ BWDB のプロジェクト評価・予算獲得能力の向上。 

④ 安価な河岸侵食対策工の検討：河川堤防の被災の多くが河岸侵食に起因しているものの、

現時点の BWDB の対策は、対策費用の高い河岸侵食進行後の堤防護岸と根固工設置が主

となっている。積極的な河岸侵食対策として、水制工、河岸への根固工設置等を検討する

ことが望まれる。 
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添付資料-1：業務フローチャート 

 

本プロジェクトは、① 持続的な堤防設計の改善に係る活動、② 持続的な堤防建設の改善に係る

活動、③ 持続的な堤防維持管理の改善に係る活動、④ 共通事項（技術セミナー／ワークショッ

プ、本邦研修、報告書作成）に係る活動により構成されている。プロジェクト活動実施フローは

下図に示す通りである。 

 

業務実施フロー 

  

現状分析

プロセスの改善

プロジェクト活動実施フロー

持続可能な堤防設計の導入

（堤防設計マニュアル）

堤防施工過程の改善

（堤防施工マニュアル）

河川構造物の

維持管理システムの確保

（構造物維持管理マニュアル)

資料・情報収集／現状分析 既往堤防の被災要因・被災メカニズムの検証

実証事業の実施 河川維持管理のモデル活動

アクション・プランの作成 （成果の普及と効果的活用）

本邦研修の実施、セミナー／ワークショップの開催
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添付資料-2：業務人月表 
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添付資料-3：プロジェクトの成果一覧 

 

本プロジェクトの主要成果物は、以下の 4 点である。 

① 河川堤防の設計マニュアル 

② 河川堤防の施工マニュアル 

③ 河川構造物の維持管理マニュアル 

④ 各マニュアルに係る行動計画 
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添付資料-4：活動実施スケジュール（実績） 

 

 

活動実施スケジュール（計画と実績の対比） 

 

 

 

 

  

期間 2014年 2015年 2016年 2017年

作業期（変更前） 第1期 第2期 第3期

作業期（変更後） 第1期 第2期 第3期

雨季/乾季 乾季 雨季 乾季 雨季 乾季 雨季 乾季 雨季

断食月・断食明け休暇

作業項目 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

【活動-1】 持続的な堤防設計の検討（成果-1に関する活動）

[1.1]

*

[1.2]  現存の設計手法および設計基準のレビュー

[1.3]

[1.4] 河川堤防の設計マニュアル案の作成

[1.5] パイロットプロジェクトの設計

* 測量・土質調査

* 設計

* 積算・仕様書作成

* 環境社会配慮(再委託)

[1.6]

[1.7] 設計マニュアルの改訂

【活動-2】 堤防の施工過程の改善（成果-2に関する活動）

[2.1] 現存の河川堤防の施工方法のレビュー

[2.2] パイロットプロジェクトの候補地選定

[2.3]

[2.4] 施工マニュアル案の作成

[2.5]

(1) 入札／契約

(2) 工事実施

[2.6] 設計・施工マニュアルの改訂

【活動-3】 河川構造物の維持管理システムの構築（成果-3に関する活動）

[3.1]

[3.2]

[3.3] 河川構造物の維持管理マニュアル案の作成

[3.4]

[3.5]

[3.6]

[3.7]

【活動-4】 横断的事項

[4.1]

[4.2]

[4.3]

[4.4]

[4.5]

[4.6]

[4.7]

[4.8]

　　報告書

　　活動に影響する「バ」国の状況

凡例:                        当初計画（2013年8月）  

                               実績 

                               当初計画（報告書提出）

                               実績（報告書提出）

河川構造物の設計、施工、維持管理に関するセミナー/
ワークショップの開催

BWDB職員を対象とした本邦研修

JCC及びTWGの開催支援

環境社会配慮に係る調査

各マニュアル案の活用・更新のための必要な支援

IC/R：インセプション・レポート、P/R：プログレス・レポート
P/R2：プログレス・レポート(その２)、IT/R：インテリム・レポート
DF/R：ドラフトファイナル・レポート、F/R:ファイナル・レポート
1期：第１期プロジェクト事業進捗報告書、2期：第２期プロジェクト事
業進捗報告書、3期:第３期プロジェクト事業進捗報告書

GISを活用した河川構造物の被災履歴および修繕履歴の
データベース化

河川堤防の設計評価のためのパイロットプロジェクトの実
施

設計水位、潮位、土質条件等の河川堤防の設計条件のレ
ビュー

現況解析のための土質試験(含むボーリング)：必要に応じ
て

材料試験及び最適な含水比、締固め、改良方法等の検討

複数の河川堤防の設計手法の分析及び適用可能性の検討

河川堤防の施工の評価のためのパイロットプロジェクトの
実施

河川構造物の維持管理の実施状況のレビュー

河川維持管理の試験的活動を実施するO&M地方事務所の
選定

モデル事務所の維持管理計画の作成支援

モデル事務所における河川構造物の維持管理活動の試行

作成した各マニュアルの普及と効果的活用のための行動計
画の作成

各マニュアル及び行動計画の活用・更新のための必要な支
援

「パ」国の国別防災台帳の更新

維持管理マニュアル案の改訂

頻発するゼネスト・交通封鎖
(2014年1月国政選挙関連)

継続的なゼネスト・交通封鎖
(国政選挙1周年関連)

断続的なテロ事件発生 (専門家の渡航禁止）

1期 P/R PSR2 PS/R3IT/R DF/R F/R

1期 P/R 2期 3期IT/R DF/R F/RP/R2

IC/R

IC/R
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添付資料-5：Plan of Operation  

 

 

 

Plan of Operation（計画と実績の対比） 

 

  

Year (AD) 2013 2014 2015 2016 2017

Revised Work period 1st Period 2nd Period 3rd Period

Rainy/Dry Season Rainy Dry Rainy Dry Rainy Dry Rainy Rainy

Ramadan/Id al Fitr

Activity 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

External environment

 [Activity 1]

[1.1]

[1.2]

[1.3]

[1.4] To draft the design manual for river embankment

[1.5] To conduct the design of the pilot project

* Survey/ Geotechnical Investigation
* Design
* Cost estimate/documents preparation
* Social and environmental consideration

[1.6]

[1.7]

 [Activity 2]

[2.1]

[2.2]

[2.3]

[2.4]

[2.5]

(1) Documents preparation/bidding/contract
(2) Construction

[2.6]

 [Activity 3]

[3.1]

[3.2]

[3.3]

[3.4]

[3.5]

[3.6]

 [Activity 4] Common Activity

[4.1]

[4.2]

[4.3]

 Reporting

Legend:                   Original Plan (Aug. 2013)       

                               Actual Result 

                               Report Submittal (Plan)

                               Report Submittal (Actual Results)

To review the existing design methods and criteria

Design for sustainable river embankment is introduced.

To review the design condition of river embankment such as
design water level, tide level, characteristics of soil mechanism,
etc.

To examine various design methods for embankment and specify
availability to manual

To hold the related training courses in Japan for the BWDB
personnel engaged in the Project

To conduct the pilot project at the selected site to evaluate
design methods for river embankment
To revise the prepared manual based on the lessons of the pilot
project
Construction method and procedure of river embankment is
improved
To review the existing construction method for river embankment

To conduct soil tests of obtainable construction materials to find
out the characteristics, and examine the optimum method of water
content, compactness and stabilization
To draft the construction manual for river embankment including
monitoring works
To select pilot project site for design and construction

To conduct the pilot project at the selected site to evaluate
design and construction methods for river embankment

To prepare the action plan for dissemination and effective use of
the Manuals

To revise the prepared construction manual  based on the
lessons of the pilot project
Operation and Maintenance system for the river infrastructures is
ensured
To review the present Operation and Maintenance (O&M)
activities for river infrastructures
To draft the O&M manual for river infrastructures

To select the O&M division office for the model O&M activities

To conduct the model O&M activities at the selected division
office by using the prepared O&M manual [3.2]
To revise the prepared manual [3.2] based on the lessons of the
model O&M activities [3.4]
To prepare the GIS database of damage and maintenance
records at the selected division office for model O&M activities

To hold the technical seminar/workshop on design，construction
and O&M method for river infrastructures

Frequent hartal and oborot

PSR1 PR/R PSR2 PS/R3IT/R DF/R F/R

PSR1 PR/R PSR2 PS/R3IT/R DF/R F/RPR/R2

Continuous hartal and oborot Intermittent terror incidents (Travel ban to experts)

IC/R

IC/R
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添付資料-6：投入実績 

 

1. 「バ」国側投入 

(1) 組織・人材 

「バ」国側の主なカウンターパートは次表のとおりである。 

BWDB カウンターパート 

No. 職掌 人員(BWDB 内の役職) 
1 プロジェクト・ダイレクター Mr. Zahirul Islam (Chief Planning) 

2014 年 1 月まで 
Mr. Gopal Chandra Sutradhar (Chief Planning) 

2014 年 2 月～2015 年 6 月 
Mr. Mahfuzur Rahman (Chief Planning) 

2015 年 6 月～2016 年 2 月 
Mr. Kh. Khalequzzaman (Chief Planning) 

2016 年 3 月～2017 年 6 月 
Mr. A.M. Aminul Haque (Chief Planning) 

2017 年 6 月より 
2 プロジェクト・コーディネイター Mr. Md. Abdur Rahman Akhanda (Director, Planning-1) 

2015 年 6 月まで 
Mr. Fazlur Rashid (Director, Planning-1) 

2015 年 6 月～2015 年 10 月 
Mr. Md. Abdul Hye (Director Planning-1)  

2015 年 10 月～2016 年 1 月 
Mr. Md. Amirul Hossain (Director Planning-1) 

2016 年 1 月～2016 年 3 月 
Mr. Fazlur Rashid (Director Planning-1) 

2016 年 3 月より 
3 プロジェクト・マネージャー Mr. Naba Kumar Chowdhury (Executive Engineer) 

2014 年 2 月まで 
Dr. Shamal Chandra Das, (Executive Engineer) 

2014 年 3 月より 
4 カウンターパート (C/P)  
4.1 C/P （設計） (Chief Engineer, Design) 
4.2 C/P （トレーニング） (Chief, Training and Staff Development) 
4.3 C/P （モニタリング） (Chief, Monitoring) 
4.4 C/P （施工および維持管理） Superintending Engineer, Relevant O&M Circle(s) 
4.5 C/P （同） Executive Engineer in Relevant Division(s) office 

 

本プロジェクトでは、各関係機関が円滑に協働体制を取れるよう合同調整委員会（JCC）が設置

されている。JCC のメンバーを下表に示す。 

合同調整委員会メンバー 

メンバー 備考 
1. 「バ」国側（BWDB 関係） 
(1) Director General of BWDB 議長 
(2) Additional Director General (Planning) 副議長 
(3) Chief, Planning (Project Director)  
(4) Chief，Monitoring (C/P)  
(5) Chief Engineer, Design (C/P)  
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(6) Chief Engineer, Hydrology  
(7) Chief Training & Staff Development (C/P)  
(8) Chief Engineer, Relevant O&M Zone  
(9) Chief, Water Management  
(10) Director, Planning 1 (Project Coordinator) JCC 事務局 
(11) Project Manager  
2.「バ」国側（関連機関）  
(12) Representative of Ministry of Water Resources (MoWR)  
(13) Representative of River Research Institute (RRI)  
(14) Representative of Institute of Water Modeling (IWM)  
(15) Representative of Center for Environmental and Geographic Information 

Services (CEGIS) 
 

(16) Representative of Department of Disaster Management (DDM)  
(17) Representative of Bangladesh Meteorological Department (BMD)  
3. 日本側  
(18) JICA 専門家チーム  
(19) JICA バングラデシュ事務所代表者  
4. その他  
(20) JCC 議長指名のその他の人  
 

作成する設計・施工・維持管理マニュアルへの「バ」国内の地域の実情の反映と普及を目的とし

て、設計・施工・維持管理ごとに技術作業部会（TWG）が設置された。TWG のメンバーは下表

のとおりである。 

技術作業部会（TWG）メンバー 

技術部会 1: 設計 技術部会 2: 施工 技術部会 3: 維持管理 

 Chief Engineer, Office of Chief 
Engineer, Design 
 Design Circle 1 の代表者 
 Design Circle 2 の代表者 
 Design Circle 3 の代表者 
 Design Circle 4 の代表者 
 Design Circle 5 の代表者 
 Design Circle 6 の代表者 
 River Research Institute の代表

者 
 その他関係機関の代表者 

 Chief Monitoring 
 Director of Programme 
 Superintending Engineer, O&M 

Circle（施工パイロットプロジ

ェクト地区） 
 Central Zone の代表者 
 Eastern Zone の代表者 
 North Eastern Zone の代表者 
 South Eastern Zone の代表者 
 South Western Zone の代表者 
 Mid Western Zone の代表者 
 North Western Zone の代表者 
 Southern Zone の代表者 
 Northern Zone の代表者 
 その他関係機関の代表者 

 Chief Monitoring 
 Director of O&M 
 Superintending Engineer, O&M 

Circle（維持管理活動地区） 
 Central Zone の代表者 
 Eastern Zone の代表者 
 North Eastern Zone の代表者 
 South Eastern Zone の代表者 
 South Western Zone の代表者 
 Mid Western Zone の代表者 
 North Western Zone の代表者 
 Southern Zone の代表者 
 Northern Zone の代表者 
 その他関係機関の代表者 

 

さらに、3 つのマニュアル案のレビュー・取りまとめを支援する作業委員会が、2015 年 11 月 16

日のワークショップでの提言をもとに設置された。各作業委員会のメンバーは以下の通りである。 
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マニュアル（案）レビュー・見直し作業委員会メンバー 

1.  堤防設計マニュアル（案）レビュー・取りまとめ委員会 

No. メンバー名 BWDB 職位 担当 
1 Brozo Mohan Nath 

(2016 年 1 月まで) 
Md. Harun Ur Rasheed 
(2016 年 1 月より) 

Superintending Engineer 
Design Circle -V, BWDB, Dhaka. 
Superintending Engineer, 
Design Circle -1, BWDB, Dhaka. 

議長 

2 Kazi Tofail Hossain 
(2016 年 1 月まで) 
Yasmin Begum 
(2016 年 1 月より) 

Superintending Engineer 
Design Circle -II, BWDB, Dhaka. 
Superintending Engineer (Attached) 
Design Circle-I, BWDB, Dhaka. 

委員 

3 Md. Rafiqul Alam Executive Engineer 
Directorate of Programme, BWDB, Dhaka. 

委員 

4 Shamal Chandra Das Executive Engineer 
Office of the Chief Planning, BWDB, Dhaka. 

委員 

5 Md. Harun Ur Rasheed 
 
Dr. Jibon Kumar Sarker 
 

Superintending Engineer, 
Design Circle -1, BWDB, Dhaka. 
Executive Engineer, 
Design Circle-IV, BWDB, Dhaka. 

委員・書記 

 

2.  堤防施工マニュアル（案）レビュー・取りまとめ委員会 

No. メンバー名 BWDB 職位 担当 
1 Motahar Hossain Superintending Engineer, 

Design Circle-VI, BWDB, Dhaka 
議長 

2 Md. Abdul Matin Sarkar Executive Engineer, 
Dhaka O & M Division-II, BWDB, Dhaka. 

委員 

3 Md. Enayet Ullah Executive Engineer, 
Directorate of Planning-I, BWDB, Dhaka. 

委員 

4 Tarik Abdullah Al Faiz Executive Engineer, 
PMU-ESPP, BWDB, Dhaka. 

委員 

5 Md. Rafius Sazzad Executive Engineer, 
IMIP, BWDB, Dhaka. 

委員・書記 

 

3.  構造物維持管理マニュアル（案）レビュー・取りまとめ委員会 

No. メンバー名 BWDB 職位 担当 
1 Mohammad Ali Director, 

O & M, BWDB, Dhaka. 
議長 

2 Md. Mahbur Rahman Director, 
Directorate of Program, BWDB, Dhaka. 

委員 

3 Rezaul Mostofa Asafadullah Executive Engineer, 
Dhaka O & M Division-I, BWDB, Dhaka. 

委員 

4 Md. Asaduzzaman Executive Engineer, 
Directorate of Planning-I, BWDB, Dhaka. 

委員 

5 Md. Abdus Salam Executive Engineer, 
O & M, BWDB, Dhaka. 

委員・書記 

 

(2) 事務所 

プロジェクト開始時から継続して、BWDB 庁舎内に専門家のプロジェクトオフィスが提供され

た。 
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2. 日本側投入 

JICA による投入は、本プロジェクトの R/D に規定されており、以下の通りである。 

 JICA 専門家チーム（邦人専門家および現地サポート要員）の派遣 

 車両、執務室、セミナー／ワークショップなどプロジェクト活動に係る直接費 

 パイロットプロジェクトとして行われた堤防施工工事の調達 

 本プロジェクトのカウンターパートから選定された要員の本邦研修 
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添付資料-7：専門家派遣実績 

 

JICA 専門家チームは下表に示す 10 の指導分野を担当する専門家から構成されている。 

JICA 専門家チームの構成 
No. 指導分野 氏名 

(1) 総括/河川管理 今井 敏勝（2015 年 6 月まで）、 
臼井 陽典（2015 年 6 月以降） 

(2) 河川構造物（設計） 望月 達也 
(3) 河川構造物（設計 II （土質）） 脇田 和試（追加） 
(4) 河川構造物（施工・材料Ｉ） 坂中 秀太郎 
(5) 河川構造物（施工・材料 II） 小泉 常二 
(6) 河川構造物（積算） 谷合 哲 （2014 年 12 月まで） 

廣瀬 末雄（2015 年 1 月以降） 
(7) 物理探査 小林 敏政 
(8) 副総括/河川管理 臼井 陽典（2015 年 6 月まで）、 

児玉 真 （2015 年 6 月以降） 
(9) GIS データベース 齋藤 高 
(10) 環境社会配慮／本邦研修 中沢 修 

 

それぞれの指導分野ごとに専門家の派遣期間、業務概要を以下に記載する。 

(1) 総括/河川管理【① 今井敏勝（2015 年 6 月まで）、② 臼井陽典（2015 年 6 月以降）】 

業務概要  

 業務全般の総括 

 パイロットプロジェクト候補地の選定 

 セミナー／ワークショップの開催 

 JCC およびワーキングミーティングの開催支援 

 マニュアルの普及と活用のための行動計画の作成 

 国別防災台帳の作成 

 報告書等の作成、説明、協議 

 

派遣期間 

今井 敏勝  臼井 陽典 

出国日 帰国日  出国日 帰国日 

2013/8/31 2013/11/15  2015/7/11 2015/8/19 

2014/1/19 2014/4/1  2015/10/6 2015/11/5 

2014/5/15 2014/7/26  2015/11/14 2015/11/20 

   2016/1/11 2016/1/25 

   2016/3/25 2016/4/4 

   2016/4/15 2016/4/29 

   2017/1/7 2017/1/25 

   2017/2/4 2017/2/17 
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   2017/3/25 2017/4/7 

   2017/5/13 2017/5/26 

   2017/7/8 2017/7/21 

 

(2) 河川構造物（設計）【望月達也】 

業務概要  

 設計水位、潮位等の河川堤防の設計条件のレビュー 

 既存の設計手法および設計基準のレビュー 

 河川堤防の設計手法の分析および適用可能性の検討 

 河川堤防の設計マニュアル案の作成 

派遣期間： 

出国日 帰国日 

2013/8/31 2013/10/14 

2013/11/22 2013/12/14 

2014/1/23 2014/4/7 

2014/6/20 2014/7/15 

2014/9/15 2014/10/17 

2015/1/10 2015/1/24 

2015/5/8 2015/5/21 

2015/11/4 2015/11/20 

2016/3/22 2016/4/8 

2017/2/18 2017/3/3 

2017/7/8 2017/7/21 

 

(3) 河川構造物（設計 II （土質））【脇田和試】 

業務概要  

 土質条件等の河川堤防の設計条件のレビュー 

 材料試験および最適な含水比、締固め、改良方法等の検討 

派遣期間： 

出国日 帰国日 

2014/10/7 2014/11/20 

 

(4) 河川構造物（施工・材料Ｉ）【坂中 秀太郎】 

業務概要  

 既存の河川堤防の施工方法のレビュー 

 パイロットプロジェクトの設計 

派遣期間： 

出国日 帰国日 

2013/8/31 2013/10/14 

2013/11/22 2013/12/14 
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2014/3/20 2014/5/30 

2014/7/1 2014/7/29 

2014/8/16 2014/9/25 

2014/11/21 2014/12/20 

2015/5/14 2015/6/1 

 

(5) 河川構造物（施工・材料 II）【小泉常二】 

業務概要  

 河川堤防の施工マニュアルの作成 

 河川堤防の設計および施工の評価のためのパイロットプロジェクトの実施 

派遣期間： 

出国日 帰国日 

2013/9/5 2013/10/14 

2014/2/20 2014/3/21 

2014/4/20 2014/5/30 

2014/9/6 2014/9/27 

2014/12/17 2015/1/10 

2015/5/22 2015/6/27 

2015/7/4 2015/7/24 

2015/8/13 2015/9/5 

2015/9/18 2015/10/17 

2015/11/6 2016/2/13 

2016/2/20 2016/4/16 

2016/5/7 2016/6/11 

2017/1/7 2017/1/25 

2017/2/4 2017/2/17 

2017/3/4 2017/3/17 

2017/4/1 2017/5/4 

2017/5/12 2017/5/25 

2017/7/8 2017/7/21 

 

(6) 河川構造物（積算）【① 谷合哲（2014 年 12 月まで）、② 廣瀬 末雄（2015 年 1 月以降）】 

業務概要  

 パイロットプロジェクトの設計（積算） 

派遣期間： 

谷合 哲  廣瀬 末雄 

出国日 帰国日  出国日 帰国日 

2014/7/1 2014/9/20  2015/5/8 2015/7/4 

 

(7) 物理探査【小林敏政】 

業務概要  
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 物理探査（電気探査および表面波探査）の実施と指導 

派遣期間： 

出国日 帰国日 

2013/9/28 2013/12/17 

2015/3/21 2015/4/15 

2015/9/11 2015/10/31 

 

(8) 副総括/河川管理【① 臼井陽典（2015 年 6 月まで）、② 児玉真（2015 年 6 月以降）】 

業務概要  

 河川構造物の維持管理の実施状況のレビュー 

 モデル事務所の選定 

 河川構造物の維持管理マニュアル案の作成 

 モデル事務所での維持管理活動の試行 

派遣期間： 

臼井 陽典  児玉 真 

出国日 帰国日  出国日 帰国日 

2013/8/31 2014/1/24  2016/4/15 2016/4/29 

2014/3/15 2014/4/13  2017/3/11 2017/3/24 

2014/6/1 2014/6/26  2017/5/13 2017/5/26 

2014/9/22 2014/12/21    

2015/1/10 2015/1/24    

2015/5/1 2015/6/19    

 

(9) GIS データベース：【齋藤 高】 

業務概要  

 GIS を活用した河川構造物の被災履歴および修繕履歴のデータベース化 

 GIS データベース・ユーザーズ・マニュアルの作成 

派遣期間： 

出国日 帰国日 

2013/11/22 2013/12/14 

2014/4/19 2014/6/24 

2014/9/19 2014/10/18 

2015/8/28 2015/10/7 

2016/2/5 2016/2/24 

2017/2/18 2017/3/1 

2017/4/29 2017/5/12 

 

 (10) 環境社会配慮／本邦研修：中沢修 

業務概要  

 パイロットプロジェクトにおける環境社会配慮に係る調査 
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派遣期間： 

出国日 帰国日 

2013/11/22 2013/12/14 

2014/2/20 2014/3/21 

2014/4/21 2014/6/13 

2014/9/6 2014/9/18 

2015/1/9 2015/1/24 

2015/4/24 2015/6/12 
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添付資料-8：研修員受入実績 

BWDB および関連機関のカウンターパートに係る本邦研修は、当初 2013 年、2014 年、2015 年

の毎年一回開催される予定であった。しかし、研修参加者決定に BWDB 内でかなりの時間を要

すること、継続的な交通封鎖・ゼネストにより、2013 年と 2014 年の本邦研修は、2014 年にまと

めて開催することとなった。 

(1) 第 1 回本邦研修 

研修 研修期間（来日～離日） 参加人数 備考 

2014 年本邦研修 2014 年 10 月 19 日～11 月 1 日 12 名 計画では 15 名 

 

日程、訪問先、学習内容等を記載したプログラムを下表にに示す。また、その次に研修員氏名と

各人の意見・感想を示す。 

本邦研修 2014 プログラム 
日付 受入先等 狙い・目的 

10/19 

(日) 

終日 

 

東京着 

 

 

10/20 

(月) 

AM ・プログラム・オリエンテーション 

・研修オリエンテーション 

本研修の目的・位置づけの説明 

研修員受入に係る諸手続 

PM ・内閣府防災担当： 

 

日本の災害対応体制に関する講義。国、

県、地方の役割や、防災関連機関との役割

分担、関連機関との防災情報共有システム

の整備状況等について学ぶ。 

10/21 

(火) 

終日 ・国土交通省 水管理・国土保全局 

 

③ 日本の河川管理行政（日本の河川の特

徴、河川管理者について、日本の河川

管理・治水対策の特徴、費用対効果、

総合治水等）について学ぶ。 

④ 日本の治水施設の維持管理（法令、維

持管理の必要性、最近の災害事例、日

常管理と出水時管理、今後の取組み

等）について学ぶ。 

10/22 

(水) 

AM ・水資源機構 本社 水資源機構の事業概要（歴史、技術開発、

工事の品質管理、事業実施上の安全管理、

維持管理、環境配慮、技術管理等）につい

て学ぶ。 

PM ・水資源機構利根導水総合事業所 

 

利根導水事業の目的、機能、その維持管理

についての説明を受けるとともに施設視察を

行い、どのように施設が維持管理されている

かを学ぶ。 
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日付 受入先等 狙い・目的 

10/23 

(木) 

終日 ・国土交通省 関東地方整備局 利根川上

流河川事務所 

 

③  直轄区間の河川管理の例として、利根

川流域における治水の歴史、対策概

要、築堤事業の施工法・施工監理、総

合治水、防災情報、治水事業の効果、

過去の大水害等について学ぶ。 

④  渡良瀬遊水池及び周辺の河川施設を

視察し、総合治水、盛土施工監理、越

流堤の機能、排水ゲートの役割、各施

設の維持管理について学び、今後の

「バ」国における計画・設計・施工・維持

管理についての参考とする。 

10/24 

(金) 

終日 ・埼玉県 県土整備部 河川砂防課 

 

③  県管理区間の河川管理の例として、埼

玉県における治水の歴史、河川砂防行

政、対策概要、ハード・ソフト対策、市街

化と治水、総合治水、水辺再生事業等

の計画・事業実施、維持管理について

学ぶ。 

④  県管理の総合治水対策施設として調

整池、排水機場を見学し、今後の「バ」

国における計画・設計・施工・維持管理

についての参考とする。 

10/25 

(土) 

AM 移動（新幹線：東京－名古屋） - 

PM ・名古屋市港防災センター： 

 

(財)名古屋市防災管理公社が運営する名古

屋市港防災センターは、いざという時、市民

一人ひとりが災害の実態を正しく知りそれに

対処する方法を学ぶ施設であるとともに、災

害時には応急対策活動の拠点施設としての

役割を持っている。日本国内にはこの様な、

災害を疑似体験し、市民の防災意識を高め

る施設が数多くあるが、「バ」国にはまだこの

様な施設は無い。 

防災に対しての実務者である研修参加者

に、災害を疑似体験し、防災意識を更に高

めることを目的として視察を行う。 

10/26 

(日) 

終日 自習 研修前半の取り纏め、資料整理、アクション

プラン作成準備 

 

10/27 

(月) 

AM 

 

自習 
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日付 受入先等 狙い・目的 

PM ・国土交通省 中部地方整備局 木曽川下

流河川事務所 

 

③ 直轄区間の河川管理の例として、木曽

三川流域における治水の歴史、対策概

要、築堤事業の施工法・施工監理、水

衝部対策工、維持管理について学ぶ。

特に、低平地の濃尾平野の河川管理

は、「バ」国と地形的な類似点がある。 

④  木曽三川の堤防（補修、耐震工事現

場）、輪中排水機場、ケレップ水制等の

河川管理・防災施設の視察を通じて、

今後の「バ」国における計画・設計・施

工・維持管理についての参考とする。 

10/28 

(火) 

AM 

 

 

 

・水資源機構 長良川河口堰管理所 

 

河口堰の目的、機能、地域における重要

性、その維持管理についての説明を受ける

とともに施設視察を行い、どのように施設が

設計・建設・維持管理されているか、環境・

社会影響緩和のために、どのような配慮がな

されているかを学ぶ。 

PM ・愛知県 建設部 河川課 環境・海岸グル

ープ 

 

伊勢湾台風による被災を契機として始めら

れた愛知県の高潮対策の歴史、概要、海岸

堤防の設計・施工法・施工監理、維持管理

について学ぶ。「バ」国においては、サイクロ

ンによる沿岸部の被災が常態化しており、参

考となる。 

10/29 

(水) 

AM ・愛知県河川部 環境・海岸グループ 

 

海岸堤防を視察し、今後の「バ」国における

計画・設計・施工・維持管理についての参考

とする。 

PM 移動（新幹線：名古屋－東京）  

10/30 

(木) 

AM ・ホテル会議室（研修取りまとめ） 各研修員より、両国の河川管理・防災面に

おける比較、研修で参考となったこと、今後

の業務適用が見込まれる事項を発表し、研

修員間での情報共有を図る。 

PM ・ホテル会議室（アクションプラン準備） 今回の本邦研修を踏まえ、帰国後の河川管

理・防災業務への活用、知識・知見を広める

ための取組み、関係機関との連携強化のた

めの方策など、今後の取組みをアクションプ

ラン(短期、中期、長期)として作成、発表し共

有する。 

10/31 

(金) 

AM ・ホテル会議室（アクションプラン準備） 

PM ・ホテル会議室（アクションプラン発表会、評

価会、終了式） 

11/01 

(土) 

 成田空港発  
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研修参加者リスト及び感想・意見 
NO. 氏名/所属 感想・意見 

1 Mr. PRAMANIK Akm Aftab Hossain 
Deputy Secretary, Economic Relations 
Division, Ministry of Finance 

・日本は全てがシステマテックであり、先進的である。 
「バ」国には主要な河川として５００以上があり、

毎年、規模は異なるが、洪水やサイクロン被害があ

る。今回研修では、内閣府、国土交通省、水資源機

構、利根川上流、埼玉県、木曽川下流、愛知県を訪

問してそれぞれ有益な講義を受け、工事中のサイト

を新工法も含めて視察する機会を得た。設計、施工、

維持管理を一連のものとして、施設の適切なマネジ

メントが必要と認識した。 
・研修で獲得した知識は「バ」国の既存のシステム 

に適用が可能である。研修で得た知見は、ワーク 
ショップ、セミナー、報告書、会議等を通じて周 
知する。 

2 Mr. HOSSAIN Kazi Sakhawat 
Deputy Secretary, Development Wing, 
Ministry of Water Resources 

・今回研修に参加して非常に多くを学んだ。中央政府、

地方自治体それぞれが投入した努力、継続した維持

管理対応に感銘を受けた。今後の役に立てたい。政

府に対して、可能な限り日本の技術を最小するよう

働きかける。 
・名古屋港防災センターで平常時に住民が地震体験を

するなどして防災について学んでいる様子に接し

て感銘を受けた。バ「バ」国にはこのような施設は

無いので、非常に印象深かった。 
・日本語の習得は難しいと思うが、日本人の勤勉さ、 

誠実さに接して感銘した。市街を含めて環境が 
大変綺麗であった。 

3 Mr. RASAL Abu Usuf Mohammad 
Assistant Chief, Planning Wing, Ministry 
of Water Resources 

・研修受入機関の選定、講義内容は素晴らしかった。

講師による抗議が英語であればさらに良かったと

思う。「バ」国では総合治水対策としての調整池を

設けることは容易ではないと考える。国としての防

災組織体制は、両国で大差が無いと思える。 
・日本における河川管理・防災施設の維持管理は予算

面の違いもあり、「バ」国と異なり、非常に良い状

況である。 
・木曽川下流においては建設後５０年以上経過した 

排水機場をメンテナンスして使用していることを 
視察して驚いた。その維持管理姿勢は大いに参考と 
なる。 

4 Mr. KUNDU Jati Das 
Chief Engineer (Design), Design 
Department, 
BWDB 

・日本における防災面の資金、技術、教育に投入され

た努力は長期にわたるもので、膨大で圧倒される。

その経験は類をみない。市民は時間を良くまもり、

非常に職務に忠実、誠実である。河川管理および防

災に関する基本的な考え方は基本的に両国で同じ

と考える。 
・「バ」国においては、全ての河川が国境の向こうの

インドから流入し自国流域内での治水は無理であ

る。同じ理由で、上流域での管理も容易ではない。 
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・防災面では、日本の支援のお蔭もあり、「バ」国で

もそれなりの成果を上げていると理解している。災

害による犠牲者数は減少傾向にある。 
現在は河川管理、それも planned dredging の重要性

が高まっている。堆積のために特に河口部で河床上

昇が激しく河積が確保、維持されていないなど、

様々な弊害が生じている。ＢＩＷＴＡ（Bangladesh 
Inland Water Transport Authority）は航路維持のための

浚渫を実施しているが、ＢＷＤＢの意図する河川管

理のための浚渫とは規模、目的が異なる。既に外国

コンサルによる study は行われている。計画的な浚

渫を実施することで、河岸への影響を軽減出来、河

岸浸食による土地の流失を防ぎ、洪水被害も軽減出

来ると考えている。浚渫土砂を適切に河川内に集積

して土地の造成を行い、国土の保全に資することが

可能である。ＣＤＳＰ（Char Development and 
Settlement Project）と呼ばれている。実現のために是

非、日本の支援を仰ぎたい。 
5 Mr. AKHANDA Md. Abdur Rahman 

Director, Directorate of Planning-1, 
(Project Coordinator), BWDB 

・良く準備された研修を用意してくれたことを評価す

る。日本は自然災害の多発する脆弱な条件にあるこ

とが理解できた。流域単位の統合治水の考え方は、

私にとっては新規の発想であった。「バ」国と日本

では地形をはじめとして、条件が異なるので、研修

で得られた知見のうち、「バ」国に適用可能なもの

を参考にしたい。 
・木曽川下流の工事現場視察（堤防補修、耐震工事）

は非常に参考になった。 
・「バ」国の南西部の湾岸地域の河川管理・防災に 

ついて日本の支援を強く期待する。 
6 Mr. ABEDIN Md. Fakhrul 

Superintending Engineer, Office of the 
Chief Planning, BWDB 

・「バ」国においては地形的に非常に低平なこと、河

川規模が大きいこともあり、塩水遡上の問題が深刻

である。長良川河口堰について学んだことは非常に

有益である。 
・研修では、設計についてもう少し詳細な話も聞き 

たかった。 
7 Dr. DAS Shamal Chandra 

Executive Engineer/Project Manager, 
Office of the Chief Planning, (Project 
Manager), BWDB 

・1971 年の独立以来、40 年以上にわたり日本は「バ」

国の最も大事な友人である。日本における調整池と

しての湿地の活用に係る手法は「バ」国でも適用可

能であり、情報を共有する。 
・濃尾平野における表流水と地下水の利用の歴史につ

いて多くを学んだ。海岸河口地域における飲料水の

確保について、長良川河口堰の視察、説明によって

多くを学んだ。治水、水資源確保、環境保全という

多目的な事業であることが理解出来た。 
「バ」国における同種の事業、施設を検討する上で、 
大いに参考となる。引き続き支援を仰ぎたい。 

8 Mr. KABIR K. M. Humayun 
Director, Directorate of Processing, 

・「バ」国は自然災害に非常に脆弱な条件下にある国

である。３大河川の上流は全て国外にある。国土も
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BWDB 低平で、大部分が標高０－８ｍにある。雨季には水

没する土地が多く、世界で人口密度の高い国であ

る。海岸線は全部で７００ｋｍにも及んでおり、塩

水遡上、海岸堤防の劣化という複数の問題を抱えて

いる。ベンガル湾に面したポルダーの堤防は強固で

なく、補修が必要である。堆砂の管理も緊急の課題

と認識している。 
・毎年、6,000 ヘクタールの土地が河岸浸食等のため

に流失している。堆積と流失といった 2 つの問題解

決が迫られている。 
・「バ」国の河川は日本の河川とは川幅が全く異なる。

雨量も違う。ピーク流量は 150,000ｍ３． 
2007、2008 年の洪水ではダッカ市内も１ヶ月水没し

た。経済的に自前予算、人的なリソース不足のため

に、適切なマネジメントが出来ていない。維持管理

には３０億タカが必要である。 
・研修に参加する機会を得て感謝する。 

日本は先進国で、全てがプログラム化されている印

象を受けた。 
・私はデータプロセスも担当している。 

強固なデータベースの構築を目指しているので、 
是非ご支援いただきたい。 

9 Mr. SIRAJ Mohammad  Shajahan 
Executive Engineer, Office of the Chief 
Planning, BWDB 

・研修プログラムは中央政府、地方自治体、独立行政

法人までを含んでおり、日本の河川管理・防災につ

いて短期間で学ぶ上で適切であった。 
・「バ」国の３大河川（ガンジス、ジャムナ、メグナ）

は海のような河川で、とてもコントロール出来ない

規模である。しかし、日本で見聞きした事柄は、ガ

ンジスバラージを具体化する上で、大いに参考にな

る。 
・研修機会を与えてくれた日本国、ＪＩＣＡに深く 

感謝する。 
10 Mr. AHMED Golam Faruque 

Deputy Chief, Planning, BWDB 
・日本は台風、「バ」国はサイクロンによる被害があ

る。地形は異なるが、自然災害が多発する国同士で

あり、日本の支援は非常に重要である。 
「バ」国の特徴として、インド側で豪雨があるとそ

の結果として洪水が我が国（「バ」国）に来るとい

う点がある。河川管理という面では難しい側面が存

在する。 
・利根川上流河川事務所で視察した渡良瀬遊水池施設

はその維持管理の詳細も伺うことが出来て、印象深

かった。 
・日本人は非常に誠実で、我々研修員に親切であった。 

11 Mr. KHAN Kamruzzaman 
Sub-Divisional Engineer, Directorate of 
Planning-III, BWDB 

・非常に良い内容の研修に参加する機会を与えられた

ことを感謝する。 
・研修を通じて、両国の地形の違い（日本は基本的に

山国、「バ」国は低平）をあらためて認識した。「バ」

国においては、1970、1991、2007、2008 年に大きな
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災害があった。「バ」国においても地震についての

対応が必要と捉えられている。 
国土面積に対して、「バ」国の河川面積は 7％、日本

は 8％であり、「バ」国の河川は緩流河川である。

Sedimentation problem が大きな課題である。 
・防災という点では、日本は国民の安全を極めて重視

しており、必要な予算も確保していることを学ん

だ。「ﾊﾞ」国においては、予算確保が厳しい。 
・日本では子供の頃から防災教育が行われており、感

銘を受けた。 
・講師の使用言語がほとんど日本語であったため、 

細かい点について直接、聞くことが出来なかった 
のが少し残念であった。 

12 Mr. HOSSAIN Mohammad Akbar 
Research Officer, Directorate of 
Planning-1, BWDB 

・利根導水、長良川河口堰の魚道を視察出来て非常に

良い経験となった。中々得られない経験であった。

ここまで配慮しているのかと感銘を受けた。長良川

河口堰の講義、視察は、「バ」国で計画されている

ガンジスバラージに非常に参考となるものであっ

た。 
・埼玉県における参加型の河川管理・防災は印象に残

った。参考にしたい。 
・「バ」国では環境面から多くの河川が危機に瀕して

おり、日本の取組みが非常に参考になった。被害の

軽減のための継続的な努力が必要であり、それがあ

って、速やかな復旧、復興も可能なことを理解した。

先は長いが日本のレベルに近づけたい。 
・地球温暖化、気候変動による海面上昇に「バ」国 

は非常に脆弱である。そのような課題に取り組む 
事業もあるので、貢献したい。 

 

 

(2) 第 2 回本邦研修 

研修 研修期間（来日～離日） 参加人数 備考 

2015 年本邦研修 2015 年 10 月 4 日～10 月 17 日 12 名 計画では 12 名 

日程、訪問先、学習内容等を記載したプログラムを下表にに示す。また、その次に研修員氏名と

各人の意見・感想を示す。 

表  本邦研修 2015 プログラム 
日付 受入先等 狙い・目的 

10/4 

(日) 

終日 

 

成田着 

 

 

10/5 

(月) 

AM ・研修オリエンテーション 研修員受入に係るガイダンスおよび諸手続

の説明。 
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日付 受入先等 狙い・目的 

PM ・プログラム・オリエンテーション 

 

 

 

研修の目的、研修要項、日程、講義資料、

日本の基本情報資料等の配布と説明。 

研修員、研修監理員および同行者の紹介。 

アクションプラン作成要領と発表日程につい

て説明。質疑応答。 

10/6 

(火) 

終日 ・国土交通省 水管理・国土保全局 

 

③ 日本の河川管理行政（日本の河川の特

徴、河川管理者について、日本の河川

管理・治水対策の特徴、費用対効果、

総合治水等）について学ぶ。 

④ 日本の治水施設の維持管理（法令、維

持管理の必要性、最近の災害事例、日

常管理と出水時管理、今後の取組み

等）について学ぶ。 

10/7 

(水) 

AM ・水資源機構 本社 水資源機構の事業概要（歴史、技術開発、

工事の品質管理、事業実施上の安全管理、

維持管理、環境配慮、技術管理等）につい

て学ぶ。 

水資源機構から BWDBに派遣されていた長

期専門家との意見交換、交流。 

PM ・水資源機構利根導水総合事業所秋ヶ瀬

管理所 

利根導水事業の歴史、目的および秋ヶ瀬取

水堰の機能・規模および維持管理について

受講すると共に同取水堰施設の見学を通じ

て、どのように施設が維持管理されているか

について学ぶ。 

10/8 

(木) 

終日 ・国土交通省 関東地方整備局 利根川上

流河川事務所 

 

④ 直轄区間の河川管理の例として、利根

川流域における治水の歴史、対策概

要、築堤事業の施工法・施工監理、総

合治水、防災情報、治水事業の効果、

過去の大水害等について学ぶ。 

⑤ 大利根河川防災ステーションの役割に

ついて学び施設の見学をする。 

⑥ 堤防強化工事の施工現場の見学と説明

により堤防設計、施工、維持管理につ

いて学び、今後の「バ」国における計画・

設計・施工・維持管理についての参考と

する。 
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日付 受入先等 狙い・目的 

10/9 

(金) 

終日 ・国土交通省 関東地方整備局 霞ヶ浦河

川事務所 

③ 水害を受けやすい地形特性を有する地

域における治水事業の背景、歴史を学

び、地形が類似したバングラデシュ国に

おける河川管理および防災対策につい

ての参考とする。あわせて諸施設の適

切な維持管理についても学び自国にお

ける担当業務への反映の一助とする。 

④ 常陸川水門等の施設の見学を通じて施

設の維持管理の現状について、その背

景、考え方、計画および現状の問題点

とそれらの解決方針について学び自国

での維持管理の参考とする。 

10/10 

(土) 

AM ・本所防災館 東京消防庁 本所防災館は、住民一人ひと

りが災害の実態を正しく知りそれに対処する

方法を学ぶ施設である。日本国内にはこの

様な災害を疑似体験し、市民の防災意識を

高める施設が数多くあるが、「バ」国には未

だこの様な施設は無い。 

防災に対しての実務者である研修参加者

に、災害を疑似体験させ相互に議論をさ

せ、防災意識を更に高めることを目的として

視察を行う。 

PM ・江戸東京博物館 前回研修において日本の歴史、文化につい

て基礎的な知識を入手する機会の提供を強

く求める要望があった。このため、展示資料

が充実しており、博物館所属のボランティア

英語ガイドの配置可能な同博物館を訪れ、

研修員の関心が高い、江戸時代以降の歴

史および文化について学び、日本に対する

理解を深めてもらう。 

10/11 

(日) 

終日 自習 研修前半の取り纏め、資料整理、アクション

プラン作成準備 

10/12 

(月) 

AM 移動［新幹線：東京から名古屋へ］  

PM ・自習 アクションプラン作成作業 

10/13 

(火) 

AM ・国土交通省 中部地方整備局 木曽川下

流河川事務所 

① 直轄区間の河川管理の例として、木曽

三川流域における治水の歴史、対策概

要、築堤事業の施工法・施工監理、水衝

部対策工、維持管理について学ぶ。特

に、低平地の濃尾平野の河川管理は、

「バ」国と地形的な類似点がある。 

② 堤防（補修、耐震工事現場）、輪中地域

の排水機場、ケレップ水制等の河川管

理・防災施設の視察を通じて、今後の

「バ」国における計画・設計・施工・維持

管理についての参考とする。 
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日付 受入先等 狙い・目的 

PM ・水資源機構 長良川河口堰管理所 

 

河口堰の多目的性（河川管理、水資源開

発、環境保全）、操作、維持管理等について

の説明を受けるとともに施設見学を行い、ど

のように施設が設計・建設・維持管理されて

いるか、環境・社会影響緩和のために、どの

ような配慮がなされているかを学ぶ。 

10/14 

（水） 

終日 

 

・愛知県河川部 環境・海岸グループ 

 

伊勢湾台風による被災を契機として始めら

れた愛知県の高潮対策の歴史、概要、海岸

堤防の設計・施工法・施工監理、維持管理

について学ぶ。「バ」国においては、サイクロ

ンによる沿岸部の被災が常態化しており、参

考となる。名古屋港を高潮被害から護る防

波堤を見学し、今後の「バ」国における計画・

設計・施工・維持管理についての参考とす

る。 

10/15 

(木) 

AM 移動（新幹線：名古屋－東京）  

PM ・TIC セミナールーム 

（アクションプラン準備） 

フリートーキング形式により、各研修員から

研修に関する感想を発表してもらい、研修

員の間での情報交換、共有を図り、アクショ

ンプラン作成の参考とする。 

10/16 

(金) 

AM ・ホテル会議室（アクションプラン準備） 今回の本邦研修を踏まえ、帰国後の河川管

理・防災業務への活用、知識・知見を広める

ための取組み、関係機関との連携強化のた

めの方策など、今後の取組みをアクションプ

ラン(短期、中期、長期)として作成する。 

PM ・JICA 本部（アクションプラン発表会、評価

会、終了式） 

① 研修員３グループによるアクションプラン

の発表とそれに対する講評により、研修

で得た知見の確認およびそれらを有効

活用するためのアプローチについて共

有を図る。 

② 研修の評価（アンケート結果）を共有し

て、今後の技プロ活動の参考とすると共

に研修の継続的な改善に資する。 

③ 研修修了証の授与により、研修員の業

務改善意識を支援する。 

10/17 

(土) 

 離日 成田空港発  

 



バングラデシュ国持続的な水関連インフラ整備に係る能力向上プロジェクト 
ファイナル・レポート プロジェクト事業完了報告書 

A-25 

研修参加者リスト及び感想・意見 
NO. 氏名/所属 感想・意見 

1 Mr. Fazlur Rashid 
Superintending Engineer/Director 
Planning Directorate-1, 
BWDB 

・本所防災館における各種の災害疑似体験（暴風雨、

都市水害、地震、火災）は忘れがたい経験であった。

消火器を実際に自分で使って初期消火訓練をする

のは人生初めての経験であり、個人レベルでの防災

について学ぶことが多かった。組織、機関としても

実際に即した防災対応が必要と、あらためて認識し

た。 
・研修中に見学したどの施設もその仕上げ、出来栄え

と状態の良さに深い感銘を受けた。構造物の設計、

施工、維持管理の裏側で多くの人々が尽力し、継続

的に関わっていることが垣間見えて、非常に参考に

なった。帰国後、これらの知見を関係者と共有した

い。 
・バングラデシュ（バ国）と異なり、日本には国際河

川が無い。その点は河川管理という面では一元的な

管理が可能であるため、恵まれた環境にあると言え

る。豊かな日本においても低コストで効果的な河川

管理、防災に取り組んでいることを知り、大変参考

になった。 
・バ国では河岸浸食、洗掘被害が大きな問題と認識し

ている。 
・本邦研修は非常に有益である。帰国後、関係者、特

に次世代のために研修で得た知見を広報、伝搬した

い。 
2 Mr. Mohammad Enayet Ullah 

Executive Engineer, 
Office of the Planning Directorate-1, 
BWDB 

・堤防強化工事の現場を見学した結果、常に新工法の

導入に前向きであることを学んだ。 
・この研修は業務改善のために極めて有効である。 
・日本滞在を通じて日本社会が時間を重んじ、時間に

非常に正確であることを知った。 
・都市部では地上に街区が形成されると同時に地下に

も大規模な地下街が形成されていることを見て驚

いた。防災面の対策が万全であるためと思う。 
3 Mr. Khondaker Khalequzzaman 

Chief Monitoring 
Office of the Monitoring Engineer 
Hydrology, 
BWDB 

・バ国では低平地・デルタにおける塩水遡上被害、河

岸浸食、海岸堤防被害、サイクロン襲来後の復旧困

難、洪水被害軽減・災害管理の難しさ等々の水・河

川に係る諸問題があり苦闘している。 
・バ国では大河川を含む多くの河川が国境の向こうか

ら流入してくるので維持管理を含めて管理が非常

に難しい。 
・堤防については壊れる前に改修、メンテナンスが必

要であることを学んだ。維持管理関係者に広めるこ

とで少しでも維持管理状況の改善につなげたい。 
・日本のシステムは素晴らしいが、構造物建設費とそ

の維持管理費はコストが高いと思う。 
・ベンガル湾沿いの海岸線を安定させたい。海岸地域

を護るためにどうしたら強固な堤防が建設できる
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か支援して欲しい。 
・日本には地下水管理についても支援をして欲しい。 

4 Mr. Muhammad Hiruzzaman 
Deputy Secretary, 
Audit Branch, Audit Wing, 
Ministry of Water Resources 

・欧州各国をはじめ多くの外国を訪問する機会があっ

たが、成田空港から都心に移動中および研修中に見

た日本は清潔で、きちんとしている。日本人は戦争

にも相次ぐ大災害にも決してへこたれない強い国

民であると尊敬している。 
・滞在中に接した人々は大変親切で皆が相手のことを

常におもんばかっていると感じた。 
・この研修に参加できたことを名誉に思う。日本人の

優れた点を帰国後に周辺の人々に伝える。 
5 Ms. Mosammat Shamsad Mahmuda 

Fatima 
Assistant Engineer, 
Office of the Planning Directorate-1, 
BWDB 

・この研修に参加できて幸運だった。バ国にいては見

聞き出来ない多くのことを学ぶことができた。 
・バ国は予算の制約および関係機関のコーディネーシ

ョンの不足という課題を抱えている。そのような状

況を改善するために日本の支援を切望する。 
・研修で得た知見は周囲の人々に伝え、業務改善に貢

献したい。 
6 Ms. Hamida Chowdhury 

Deputy Secretary, 
Development-4 Branch, 
Development Wing, 
Ministry of Water Resources 

・研修では多くの場所を訪れ、自然および人工の美に

接する機会を得た。室内での講義および現場に出て

の見学、説明に接して短期間ながら多くのことを学

んだ。この貴重な経験、学んだことを帰国後、周囲

の人に広めたい。 
・日本もバ国同様に災害の多い国であると理解でき

た。違う点は、バ国は５４の国際河川があることで

ある。 
・最大の問題は、どうすれば河岸浸食により、土地お

よび家屋が失われることを防げるかである。 
7 Mr. M. L. Shaikat 

Assistant Engineer, 
Office of the Chief Planning, 
BWDB 

・愛知県における研修により、海岸部の災害リスクの

低減について多くを学んだ。 
・日本の河口堰建設と、そのち密な維持管理による塩

水遡上による被害軽減の実績について感銘を受け

た。どうすれば業務改善に貢献することができるか

考えたい。可能であれば、日本の継続的な支援によ

るバ国の状況改善を期待する。 
8 Mr. Faizur Rob Chowdhury 

Sub-Divisional Engineer and Executive 
Engineer, 
Office of the Executive Engineer, 
Moulvibazar O&M Division, 
BWDB 

・本所防災館のような施設をバ国でも建設出来ること

が望ましい。防災ステーションとして機能させるこ

とが可能である。 
・堤防強化工事の施工方法、河口堰による塩水遡上の

防止、海岸堤防、高潮防波堤について学ぶ機会があ

り、非常に参考になった。それら施設の維持管理が

優先順位をつけながら、しっかり実行されている点

に感銘した。帰国後、自分の業務姿勢がどのように

変化するか興味深い。貴重な経験を関係者と分かち

合いたい。 
9 Mr. Md. Fahad Hasan 

Assistant Engineer, 
Office of the Director Processing Section, 

・G8 メンバー国に初めて来ることが出来て満足して

いる。 
・名古屋港を船舶上から見学できたことが印象深い。
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BWDB 愛知県の日光川水閘門改築の工法は極めて興味深

いものであった。 
・バ国では地下水を巡る諸問題に悩んでいる。一方、

日本では地下水問題は解決していると思える。地下

水に係る支援を日本に期待する。 
10 Mr. Harun Ur Rasheed 

Superintending Engineer, 
Office of the Superintending Engineer, 
Design Circle-1, 
BWDB 

・研修の全期間にわたり JICA センターに滞在するこ

とが出来たため、意思疎通、食事等全ての面で問題

なく、快適に過ごすことができた。 
・堤防護岸設計、河岸浸食対策についてトピックを含

める等もう少し時間を割いて欲しかった。 
・日本の農地・灌漑施設維持管理は素晴らしい。灌漑

はバ国でも重要なので、設計基準の詳細も学びたか

った。 
・バ国では大きな課題として堆積問題がある。 
 これは防災とも深く係っているので、もっと学びた

かった。 
・本所防災館は重要な施設である。その役割について

非常に関心がある。バ国にも導入したい。 
・この研修を計画、準備してくれた多くの関係者に深

く感謝したい。 
11 Mr. Kazi Tofael Hossain 

Superintending Engineer, 
Office of the Superintending Engineer, 
Design Circle-2, 
BWDB 

・船舶による名古屋港の見学は港の実際の広さ、防災

施設の規模が実感できて非常に良い内容の研修で

あった。学んだことを整理して業務に活かしたい。 
・この研修の実現に尽力してくれた全ての関係者にこ

の機会に感謝したい。 
12 Mr. A. K. Manzur Hasan 

Superintending Engineer, 
Surface Water Hydrology Circle, 
BWDB 

・日本が災害の多い国であることが理解できた。同時

に河川管理と防災をめぐる両国の状況は非常に異

なっていることも理解することが出来て非常に勉

強になった。 
・家庭の水利用の水源については。バ国は地下水がメ

インである一方、日本は河川水の利用がメインであ

ることを学んだ。 
・印象に残った見学場所としては名古屋港をあげた

い。船舶による海上からの見学は補足説明と共に分

かり易かった。 
・バ国では、ジャムナ河における深刻な堆積が大きな

問題である。どうすれば解決できるかについて日本

の支援をお願いしたい。 
・バ国の河川の概要について、流域面積の 93％が外国

にあり、わずか 7％がバ国内にある。 
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添付資料-9：供与機材実績 

 

本プロジェクトの活動において、供与機材はない。 
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添付資料-10：成果品リスト 

本プロジェクトの成果品は下表の通りである。 

成果品の内容と作成時期 

 

  

成果品名と内容 
作成時期 

計画 実績 

1. インセプション・レポート 
既存の関連資料・情報、データの整理・分析、検討ならびに調査内容

の詳細とスケジュール、現地で追加収集する資料・情報、データ。 

2013 年 8 月 2013 年 8 月 

2. プロジェクト進捗状況概要報告書（No.１） 
これまでのプロジェクトの進捗、成果、目標達成の見込み、実施上の

課題、次期計画における重点および計画遂行上の留意点。 

2014 年 2 月 2014 年 2 月 

3. プログレス・レポート 
これまでの活動内容、業務の実施手法、技術移転の実施方法と成果、

会議議事録、収集資料一覧等。 

2014 年 6 月 2014 年 6 月 

4. プログレス・レポート（その２） 
これまでの活動内容、業務の実施手法、技術移転の実施方法と成果、

会議議事録、収集資料一覧等。 

- 2015 年 7 月 

5. プロジェクト進捗状況概要報告書（No. 2) 
これまでのプロジェクトの進捗、成果、目標達成の見込み、実施上の

課題、次期計画における重点および計画遂行上の留意点。 

2015 年 1 月 2016 年 1 月 

6. インテリム・レポート 
これまでの活動内容、業務の実施手法、技術移転の実施方法と成果、

会議議事録、収集資料一覧等。 

2015 年 4 月 2016 年 9 月 

7. プロジェクト進捗状況概要報告書（No. 3) 
これまでのプロジェクトの進捗、成果、目標達成の見込み、実施上の

課題、次期計画における重点および計画遂行上の留意点。 

2015 年 12 月 2016 年 12 月 

8. ドラフト・ファイナル・レポート 
プロジェクトの全成果のとりまとめ。構成は、①調査内容報告書、②

各マニュアルとそれに係る行動計画、③プロジェクト事業完了報告書。 

2016 年 4 月 2017 年 7 月 

9. ファイナル・レポート 
ドラフト・ファイナル・レポートに対する「バ」国側ならびに JICA か

らのコメントを反映させたもの。 

2016 年 6 月 2017 年 9 月 
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添付資料-11：現地業務費実績 

 

現地業務費の支出実績を下表に示す。 

本業務は複数年契約のため、年度ごとの会計精算をしていない。 

 

現地業務費実績 

 費目 金額（千円） 

一般業務費 一般傭人費 20,192 

 特殊傭人費 220 

 車両関連費 19,816 

 賃料損料 3,668 

 施設・機材保守管理費 213 

 消耗品費 141 

 旅費・交通費 3,792 

 資料作成費 555 

 （合計） 48,597 

再委託費 土質調査 12,270 

 地形測量 1,452 

 環境社会配慮 4.984 

 （合計） 18,706 

(*) 金額は契約ベース 
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添付資料-12：合同調整委員会議事録等 

第 1 回合同調整委員会（2013 年 9 月 2 日開催）の議事録 
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第 2 回合同調整委員会（2014 年 7 月 13 日開催）の議事録 
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第 3 回合同調整委員会（2015 年 7 月 27 日開催）の議事録 
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第 4 回合同調整委員会（2017 年 7 月 20 日開催）の議事録 
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添付資料-13：その他調査活動実績 

構造物調査・GIS データベースの BWDB 全事務所への普及の一環として、BWDB の総合的水資

源管理アドバイザーである JICA 派遣長期専門家の予算を用いた再委託調査としてモデル地方事

務所管轄区域内の構造物調査を実施した。本調査の他に沿岸部の Chittagong O&M 地方事務所-I、

Chittagong O&M 地方事務所-II、Cox’s Bazar O&M 地方事務所の管轄区域についても同じ仕様の

調査を実施した。 

Moulvibazar O&M 地方事務所では、現在まで 19 の治水、排水、灌漑、法面保護、市街地防護等

の水資源開発プロジェクトが完工しており、数多くの構造物が建設、管理されている。しかし各

構造物の位置は職員により把握されているものの参照できる位置図、諸元等は整理されておらず、

また、各プロジェクトの報告書や竣工図等は散逸していた。 

そこで、維持管理活動試行の第一歩として事務所管轄区域内の河川構造物の基本情報を整理する

ことを目的として構造物調査を実施した。調査は事務所の人員不足を考慮して現地コンサルタン

トによる再委託調査とし、以下の要領で実施した。 

モデル地方事務所管轄区域内の構造物調査 
調査名 Moulvibazar O&M 地方事務所内の水資源開発スキームの水理構造物調査 
契約者 JICA バングラデシュ事務所（担当：BWDB 派遣 JICA 長期専門家） 
調査期間 2015 年 9 月～2016 年 3 月 
調査目的 Moulvibazar O&M 地方事務所の全管理構造物を対象として、その位置、主要諸元、

現況の維持管理状況を把握することを目的とする。 
調査内容 1. 地方事務所・住民よりの資料情報収集 

2. 構造物現地調査（位置特定、写真撮影、スケッチを含む構造物諸元の調査） 
3. 報告書作成（位置図、河川構造物台帳） 

対象構造物 河道・排水路・灌漑水路 
付帯帯構造物（堤防、護岸・根固め、水制、道路、橋梁） 
水管理施設（水門、樋門・樋管、水路橋、サイホン、ポンプ） 

JICA専門家チームは、Moulvibazar O&M 地方事務所管内の構造物調査の初期に現地に入り、O&M

地方事務所職員・住民からの資料情報収集、現地での構造物調査を指導・支援した。調査結果は

河川構造物台帳として整理された。今後は O&M 地方事務所が自らまたは現地コンサルタントを

指導しながら台帳を更新していく必要がある。そのため台帳のいくつかのシートをサンプルとし

て台帳整備に係る留意点等について議論、指導した。具体的な指導項目は次のとおりである。 

 施設台帳はそれをもとに維持管理することが目的である。 

 そのため、台帳には維持管理に必要な情報が記載される必要がある。 

 記載すべき情報として、施設の構造、補修の緊急度、具体的な数値、損傷箇所の明示、損傷

による影響等が挙げられる。 
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